
<結晶片岩製石剣 0石棒類>(第255図 )

凸帯文系土器が少量出土した溝 SD%か らは,土器に伴って「石剣」と報告された結

晶片岩製の石製品 2片 (第 255図 2,3)が出土している。また同様な破片がS R04下 層で

出土しており (第255図 1)龍川五条 I式期 (前期前半)に ほぼ限定できる遺物である。「石

剣」として報告されているように器体は幅 6～ 7.5cmの扁平な菱形を呈し,下端部に長さ

11.5cm,幅 4.4cmの柄を作 り出すものである。断面菱形とはいっても鏑は不明瞭で,刃部

の研ぎ出しもきわめて粗雑。切先の破片 (3)も 先端は尖っていない。それに対して柄の

下端部は丸く丁寧に仕上がっている。S R04出 土例は先端部の形状が 3と 類似することか

ら上半部の破片と考えられるが,一方の刃部のみがやや鋭く研磨されるのみで全体的に粗

雑な作りである。石材はいずれも石英結晶や節理の空隙が日立つ質の悪い結晶片岩で,石

斧や石庖丁に使用される節理が顕著な粗質の緑泥片岩とくらべてもさらに質は劣る。この

ような石材は,近畿地方を中心として縄文時代晩期後半の凸帯文期に発達する長さ40～ 50

cm,幅 5 cmほ どの石棒によく見られるもので,瀬戸内沿岸においてもその種の石棒は兵庫

県口酒井遺跡第11次調査 (南 1988),同 県大開遺跡 (前 田1993),徳 島県三谷遺跡 (勝 浦

1997),香川県井手東Ⅱ遺跡 (山 元1995)な ど凸帯文期から弥生前期前半の遺跡で出土 し

ている。この石製品の全長がどれほどのものか推測する材料には乏しいが, 2の上端の厚

みが 3 cmあ るのに対 して,同一個体と推定される 3の下端の厚みが 2 cmと 薄くなっており,

先端に向かってスムーズに薄くなるものとすれば全長50cm程 と見込まなければ不自然であ

る。

この種の石製品が先の磨製石剣のような北部九州や朝鮮半島南部に遡源する大陸系磨製

石器,あ るいは青銅武器を模倣した武器形石製品の系譜に直接関与しないのは明かである

が,唐古遺跡などで出土する前期の剣形木製品には全長が60cmを 越える断面が扁平な菱形

を呈するものがあ り (中村1980),石材や素材あるいは形態的にも変容を来した武器形祭

器が各地域で個別的に展開した可能性も十分に考えられる。石英結晶や節理の空隙が目立

つ質の悪い結晶片岩を,それも敲打成形後に充分な研磨を施さない状態で製品とする特徴

は,石材選択,技術的系譜そしてそのサイズの面でも先に指摘 した凸帯文期の粗製の石棒

類に類似しており,在来の祭祀遺物との系譜関係にも注意を払う必要があろう・
21。 もっと

も大陸系磨製石器の未製品である可能性も全く否定することはできない。しかし最終研磨

したとしても石材からみて実用に耐えうる武器にはなり得ない。

4～ 8は粗質の結晶片岩や緑泥片岩を素材とする石製品である。 4は幅4 cm,厚 さ2 cm
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の基部片で研磨は1～ 3よ り丁寧である。 5～ 8は形態や大きさにバラツキがあるが断面

を円～楕円形に仕上げる共通性もある。このような棒状の石製品が祭祀具として機能した

かどうかはわからない。石器 0石材流通における付属的な交換財であった可能性もあり,

しばしば「搬入石材」として一括して他の石材と一緒に取り扱われることも多い。しかし

石材が共通する1～ 3の祭器と絡めた型式学的研究も進める必要を提起させる一群である。
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(2)摩減痕のある打製刃器 (第 26表 )

当地域に特徴的な金山産サヌカイトを使用した打製石庖丁は,長 さ10～ 15cm,幅 3～ 6

cmほ どの横長剥片の両側縁に扶 りを入れ,背部を敲打して潰し,下縁部に調整加工を施す

ものを定型的なものとして器種が認定される。しかし,かねてから指摘されている通り打

製石庖丁が定型化するのは前期末ごろ (佐原1964)で あり,それ以前から存在する当遺跡

出土資料中には典型的な打製石庖丁がきわめて少ない。かつて近隣の五条遺跡で出土した

快りの無い剥片石器について,縄文時代後期に系譜をたどれる「異形石庖丁」として報告

され (松本1961),「紫雲出山」報告において「定型化以前の打製石庖丁」と評価された

(佐原1964)も のについても,その後の善通寺市永井遺跡出土のスクレイパー類に少なか

らず含まれる状況 (渡部1990)力群J明 してきており,縄文時代後期以前に遡るイネ資料の

増加に連動して,定型化以前の石庖丁が「石庖丁状石器」などとして縄文時代後期まで遡

る可能性が指摘される (平井1994)よ うになった。

ところがスクレイパーのすべてが定型化以前の石庖丁と認められる訳ではなく,その分

類の基準は非常に曖味である
ネ22。 _方で指摘されているように,こ れらを使用痕の観察 。

分析に基づき客観的に評価する方法が求められている (佐原1964)。 近年では,型式学的

研究に加えて使用痕を顕微鏡で観察 。分類し,こ れらの不定形石器あるいは定形石器にお

いても具体的な機能推定を進める手法も開発されている (御堂島1989・ 阿子島1989)。 そ

れらの使用痕分析は,金属顕微鏡による摩滅面の観察で使用痕自体の分類を行い,土掘り

やイネ科植物の切断のみならず皮革や肉類の切断や木材加工など多くの類型を設定してい

るが,残念ながら今回それを援用できる筆者自身の経験的知識がなく,観察する器具類も

揃っていないために,不十分な状態での使用痕の判断を行わざるを得ない。しかし,今回

使用した80倍 を限度とする実体顕微鏡下でも使用痕は少なくとも肉眼より良好に見ること

ができ,典型的な打製石庖丁の使用痕と比較検討した結果,多 くの剥片石器にも同様かあ

るいはそれに類似する使用痕と考えられる「摩滅痕」を認めることができた昭。

もちろん器表面の摩減がすべて穂摘み (イ ネ科植物の収穫)に よる使用痕とは限らず,

除草やイネ藁の調整などさまざまな用途が各地域で検討されている (斎野199301994)。

それらを含めて,こ こでは「定型化以前の打製石庖丁」の実態を追究するために,特にス

クレイパー類,さ らに楔形石器などに転用されたものを含めて,使用痕と考えられる「摩

滅痕」をもつものを「摩滅痕のある打製刃器」として,それを形態や素材剥片の選択等に

よって分類し,摩滅痕との関係をみることとした。
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なおイネ科植物の収穫等と同様,石器に摩滅を及ぼす行為に「土掘り」がある。打製石

斧の使用痕と石庖丁の使用痕は次のような違いがある。

打製石斧は器体が肉厚で短辺を中心に比較的広い範囲に強い摩滅痕をもち,ほぼ例外な

く刃縁部に線状痕が観察できる。器体中央部では剥離の稜線を境にして上下,あるいは左

右で摩滅度に違いがある。顕微鏡で観察すると,器面の跛の凹凸に関わらず摩滅が及ぶも

のが多く,それがより強くなると完全な平坦面を形成するのがわかる。

これに対して,打製石庖丁はあまり強い摩滅痕をとどめるものはなく,刃縁部を中心と

して剥離の稜線自体が摩滅するものが多い。器体は全体的にロウを塗ったような滑りがみ

られ,顕微鏡で観察すると器面の跛の凸部が摩滅するが凹部にまでは摩減が及ばないもの

が多い。器体の厚みが中間的で,刃縁部が残らないものはこのような器面の跛の顕微鏡の

観察に基づいて両者の摩滅痕を区分している。

摩滅痕のある打製刃器の分類 (第256図 )

摩滅痕が確認できるものを,形態と素材に基づき次の 3種に区分する。

刃器 A 典型的な打製石庖丁を含む長さ10～ 15cm,幅 4～ 5 cmの ものを標準とし,

その相似形のものを含む。剥片の上部を敲打して形状を整えてお り,両

側縁に扶 りを入れるものが多いが,同様な法量で扶 りをもたないものも

ある。

長さ 8～10cm,幅 5～ 7 cmの幅広のものを標準とし,その相似形のもの

を含む。上縁を丁寧に敲打 して稜線を潰すものが多い。両側縁あるいは

一側縁に扶 りを入れるものを含む。

長さ 7～ 10clll,幅 3～ 8 cmと 法量や形状にバラツキがあり,上縁や側縁

に素材の自然面を残すものが多い。不定形な剥片の下縁部に長さ 5～ 7

cmの調整加工を施し,それ以外の部分は若干敲打するものもあるが,多

くは未調整のままである。

刃器 B

刃器 C

使用痕との関係 (第 257図 )

刃器A    刃縁部に例外なく摩滅がみられ,特に強い摩滅がある。体部も 1点 を除

いて強弱はあるが摩滅がみられる。扶 りの有無と使用痕は無関係である。
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第26表 摩減刃器一覧表

刃器 A 図 版 使用痕付着状況

2808
3334
3444
3445
3670
3672

刃器 B

51

93

110
110
168

168

S D50
S R05
S R06
S R06
S R07
S R07

8.55

4.75
10

7.2

5.05
6。 4

5.5
4.6

4.7
4。 15

3.35

4.5

1.3

0。 9

1.2

0。 8

0。 9

7.5

21.05

54。 38

32.52
13。 23

19。 18

86
121(257)

130
131

148

148

図 版

71.

○
　
△
〇
〇

◎
○

△
△
〇

使用痕付着状況

2922
2990
3141
3332
3448
3562

刃器 C

91

96
107
120(257)
131

142

図 版

50

S D50
S R04
S R05
S R05
S D61

。5 4.５８
６５
７９
９２
ｍ
‐５２

不明
下層

7.6
5。 1

7.3

8。 9

8。 1

5.4
6.1
6.5

5。 45

5.9

0.6   31.33           ∠ゝ

1    24。 18    ∠ゝ
1    60.45    ∠ゝ

0。 75 41.09  0  △

1.5 64。 08  0

使用痕付着状況

2517
2630
3142
3144
3155
3437

3438
3439
3440
3449

3450
3451

3452
3453
3458
3560
3674

刃部片

62

73(257)
108
108
110
129

130

129
130
131

131

131

131

131

133
142
149

図 版

4

S D49
S R04
S R04
S R04
S R06
S R06
S R06
S R06
S R06
S R06
S R06
S R06
S R06
S R06
S D61
S R07

20。 17

18.87
52.49
28.16
44。 9

23。 32

10。 98
10.4
37.25

44.47
10.69

12.83
9.73
60.06
47.89
33.52

27
34
79
79
81

4. 1. 1.

中～下層 7.1

下層  5。 85

下層  5.6
下層  5.6

9。 5

5.6

5。 2

3。 9

7.6

5.7
5。 4

2.7
2.4
7.3
7.3
6.25

4。 4

4。 4

5。 9

4.3
4

5。 1

3。 65
3.4
6

3.7
2.8

4.6
4。 1

4.5
4.6
3.35

0。 8

0。 7

1.75
1.2
1.3

0。 9

0.5
1

1

○

△

0.8
0.7

1.3
0.8
1.8
2

1.1

○  打製石斧の可能性あり
○
○
○
○
○
○
○
○
○
◎
○
△

◎  打製石斧の可能性あり

使用痕付着状況

○

○

2518
2519

2769
2923
2924
2993

3333

体部片

257)S D49
S D49
S D49
S D50

(257)S D50
S D50
S R05

最下層
不明
下層
下層
不明

再調整あり

６２
６２

８３

９．
９‐
９６
‐２‐
　

図

4.8
3.2

2.95
4.65
6.05
3.7

4.5

1.3
3.8

2.4
2.1
2.35
2.4

3.1

0.55
0。 7

0。 7

0。 8

0。 8

0.35

0.6

3.86
7:99

4.05
6.83
9.08
3.28

7.21

△
◎
○
　
　
○

◎
○
○
○
◎

版 使用痕付着状況

2640
2938
2987
2991
3013
3146
3343
3344
3446
3447

3520

3671
3673

３６

６‐

６４

６５

７０

８０

９４

９４

‐１０

‐１０

‐４７

‐６８

‐６８

94
96
96

108(257)
123
123
131

131

138

148
149

S D49
S D49 中～下層

下層
不明
不明

下層

3.45  0。 95

2.9  5。 5

1.7  0。 9

5。 2  1.1
3.4  1。 2

2.4  0。 7

4.3 1.1
3  0。 9

4.5  0。 8

4.6  0.95
2.3  0。 8

4.3  0.8
2.9  1。 95

・1

10.44
6.18
8.15
18.4
25。 24

8.46
21.5
17.78
36.64
28.04

13。 28

17.02
23.61

S D50
S D50
S D50
S D51
S R04
S R05
S R05
S R06
S R06
S D60
S R07
S R07

○

△
〇
　
△
〇
△
◎
　
○
○
○
○

△
〇
△
△
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刃器 B 刃縁部に 1点 を除いて摩滅がみられるが,摩滅の範囲が狭いか部分的で

弱いものが多い。体部が摩滅するものは半数あるが,すべて弱い。快り

をもつものは少ない。

刃縁部の摩滅は幅が 411m以下で,刃部幅全体に広がるものが多い。体部

に摩滅が見られるものは多くないが,図化できないような微妙な摩滅を

もつものは多い。

刃器C

以上の分類・集計の結果,刃器Aについては形態的には従来の「打製石庖丁」としての

概念に合致するもので,それに相当する使用痕が確認できた。決りをもたない「異形石庖

丁」とされた五条遺跡の一群 (松本1961)も この類型に該当しよう。これに対して,刃器

Bは刃部の長さの割に器体の幅が大きいという刃器Aと の形態差が使用痕のあり方に影響

している可能性がある。部分的に使用痕がみられる状況を加味して,今後検討を要しよう。

刃器Cは 自然面を残すものが多く,サヌカイト素材石核から初期に剥離された剥片を利

用している。そのために形状にバラツキがあり,き わめて便宜的に準備される道具という

印象をもつ。それにもかかわらず,刃縁部に一様な摩滅をとどめるものが多く,む しろ刃

器A類 とは使用方法や使用期間の安定度の差として位置づけることが可能ではないだろう

か。

ここで「摩滅痕のある打製刃器」として区分したものは,特に刃器 Cについては同様の

形態で使用痕が付着しないものも多 く,それらはスクレイパーとして一括せざるをえない。

使用痕が認識できないほどの少ない回数しか使用に供されなかった可能性,あ るいは全 く

異なる使用痕をとどめない使用方法の可能性などが考えられるが,素材の準備が便宜的で

ある以上それ以上の推測は成しえない。

一方では刃器Aの形状や使用頻度の安定性が注目されるであろう。3444の ように上縁に

自然面をとどめるものはあるが,多 くは器体の全長の少なくとも1.5倍程度の横長剥片を

素材として,ま たそれらを連続的に剥離した先行するネガ面などをもって,打面を丁寧に

敲打する技術的な安定性も兼ね備えている。刃器 Cの ように便宜的に準備される道具と併

存することからみると,石器の製作工程においては目的的剥片として剥取されて然るべき

特徴と条件が存在する。これらが板状素材を母岩とする遺跡内における剥片剥離工程のな

かで自給的に位置づけることが可能かどうか,生産 0流通にかかわる側面についても問題

を提起する。
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摩減痕を切る刃部調整
刃部摩減痕
刃部摩減痕
刃部摩滅痕
体部摩減痕

第257図 摩滅刃器使用痕拡大写真
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(1)3138 石鍾刃部の摩減痕・線状痕
(2)2712 打製石斧刃部の  ″

(3) 3339        ″           ″

(4) 3336        ″           ″

(5)3337 打製石斧体部の摩減痕・線状痕
(6)3338 打製石斧刃部の   ″

第258図 石錐・打製石斧使用痕拡大写真
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(3)土掘具

土掘具である打製石斧は今回報告するもので合計19点 を数えた。使用痕が判別しにくい

安山岩 0流紋岩系石材のものは形態から認定 したが,サヌカイ ト製のものについては使用

痕が確実に確認できるものに限定 して器種を認定 した数量である。「龍川五条 I」 では56

点を打製石斧として報告しているが,使用痕が観察できないものを含んでいるために,同

一基準で認定すればもう少し数量は減少する可能性がある。なお,今回報告する中で背面

あるは打面部にのみ使用痕をとどめる刃部再調整剥片が 6点出土している。

形態 (第 259図 )

長さは最小が 7 cm,最大が15cmで ,13～ 15cmサ イズのもの (1～ 4)と 長さ 7～ 1lcmサ

イズのもの (506)が ある。永井遺跡の縄文晩期前半に見られる長さ20cmを 越える大型

のものはなく,後期中葉以来継続的に組成する中型・小型の短冊形の打製石斧を引き継い

でいる。最大幅は3。 5～ 8 cmと バラツキがある。ただし,着柄部付近でで計測すると幅 5

cm前後に概ね収束 し,一部小形のものは 3～ 4 cmに まとまる傾向にある。厚さは0.6cmが

最小,2.7cmが最大で, 2 cmほ どの厚みをもつものが一般的である。 7・ 8は刃部幅が広

い割に薄い一群である。重量は小型のものは30～80gに収まり,通常サイズは130～ 250g

となる。

使用痕 (第258図 )

使用痕は刃部を中心に強い摩滅が確認できる。 1の ように刃縁部付近の狭い範囲に偏る

ものあれば, 4の ように器体のほぼ全面にわたって摩滅がみられるものもある。また,基

部の上端にも刃部と同様の摩滅が見 られる個体もある (1～ 4)。 これは永井遺跡でも指

摘されたように天地を逆転 して使用する (渡部1990)こ ともあったことを示している。た

だ刃部に比べて基部の摩滅は概 して弱い。

顕微鏡下では摩滅箇所にはほぼ例外なく線状痕が観察できる。ほとんどは器体に平行す

る垂直方向のものであるが,20° ほど左右に振った方向の線状痕も少量観察できる。これ

は中間的な方向のものが介在せず, 2方向の線状痕 として認識できるものが多いことから,

器体を斜めに傾けて使用するか,あ るいは着柄方法に 2種類あったかを考える必要がある。

折損 。転用

刃部から上 3～ 5 cmの ところで横方向に折損する破片 (507・ 8な ど)が圧倒的に多

い。 4の ように上下方向の強い衝撃によって裁断面を形成するものはきわめて稀で,折損

した後に楔形石器に転用されるものは多いが,使用に際しては裁断面を形成するほどの上
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下の衝撃は加わっていなかった可能性が高い。

以上の土掘具の諸属性を検討した結果を踏まえ,使用された場と使用方法を推定した場

合,裁断面をもつ個体が少ない点で礫混じりの微高地上を恒常的に掘り込む状況は想定し

にくい。細かな線状痕が観察され,き わめて平滑化した摩滅をもつ点で砂分を多く含む河

川埋没層などの湿潤地における使用が考えられよう。また,線状痕の観察についてはもう

少し細かな観察や分析が必要であろうが,複数の着柄状況が想定される。使用実験などを

行い検証することも重要である。

(4)石器組成とその背景について

石器組成の概要 (第 27028表 )

以上の確認事項を踏まえて石器組成を検討する。集計に当たって,次の条件を定めた。

①転用石器については元の器種がわかる場合に限って両方に含めており,総数は個体数

とは一致 しない。

②摩滅痕のある打製刃器については,刃器A～ Cが収穫に使用された局面が少なからず

推定できるものと考え,打製石庖丁や石鎌と一括して「収穫具」として集計すること

とした。これには,本文あるいは観察表でスクレイパーとしたものの一部を含む。

③未製品は組成に加えず,ま た上記摩滅刃器や打製石庖丁の刃部片,打製石斧の再調整

剥片も含めない。

④結晶片岩製の実用に耐えない武器形祭器などの祭祀具は除外した。

⑤石器製作に関わる石核,剥片,素材類は除外した。なお楔形石器は小型石器に対応す

る石核として考え,こ れも除外した。

③遺跡全体の組成を考えるために,器種認定にやや差はあるが「龍川五条 I」 で報告さ

れた石器をそこで認定された器種に含めた。変動する余地としては収穫具がもう少し

増える可能性があり,土掘具が逆に減少する可能性がある。

その結果,石鏃が214点 で最も多く,全体の39%に相当する。収穫具,ス クレイパー
,

土掘具はそれぞれ60～ 75点が出土しており,いずれも10～ 15%である。土掘具が若干減少

することはあらても,10%前後までと予想され,前期前半から継続する遺跡として縄文後

期以来の系譜を色濃く残している。

磨製石斧類は加工斧が18点 とやや多いが,そ の内訳は柱状片刃石斧の刃部片が 7点 ,基

部片が 4点 ,扁平片刃石斧が 5点である。しかし,全体から見ると3%にすぎず,伐採斧

も8点 (1%)で決して多くはない。木工に特に偏重する傾向はこの遺跡では見られない。
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種別 器種

第28表 石器組成一覧表

数量合計

I    Ⅱ   I+Ⅱ
比率合計 (%)

Ⅱ I+Ⅱ

武器類

石鏃

磨製石剣

35。 4

0。 0

41.6

0。 3

39。 1

0.2

80

0

134

1

214

1

加工具

石錐

石匙

スクレイパー

21

0

45

44

1

75

10。 2

0.4

13.3

6.5

0.0

14.0

8.0

0。 2

13.7

収穫具

穂摘具

石鎌

14.2

0。 4

11.5

0。 3

12.6

0.4

69

2

土掘具 打製石斧 17.4 13.0

磨製伐採斧

柱状片刃石

木工・伐採具 扁平片刃石

2

2

3

6

11

2

8

13

5

0.9

0。 9

1.3

1.9

3.4

0.6

1.5

2.4

0。 9

その他

砥石

ロロ石

台石・石皿

使用痕剥片

5

5

11

16

11

5

13

16

2.2

2.2

4。 9

7.1

1.9

0。 0

0.6

0.0

2.0

0.9

2.4

2.9

△ 548 100.0 100.0    100。 0

※ I・ …「龍川五条」 Ⅱ…本書

石器組成の特性と背景

他の遺跡の組成等と比較 して,当地域の石器組成の特性とその背景について触れておき

たい。

<生業>

まず,打製石斧については縄文時代の石器というイメージに反して,少なくとも10%を

越える組成 (実点数で71点)を示す点は重要である。遺跡の下層,あ るいは近辺に縄文期

の遺構等 (自 然河川はあるが,人工遺物は出土しない)がないことから,混在品とは考え

られず,弥生時代前期段階において型式的にも従前と変わらない打製石斧が使用されてい

たことを示すものである。この現象は決 して例外的ではなく,前期 Ia期から開始される

坂出市下川津遺跡で79点 (10%ほ ど)出土してお り,ま た当遺跡に隣接する前期 Ⅱb期か

ら開始される五条遺跡でも8点 (6%ほ ど)見 られることから,縄文後期段階の永井遺跡

で見 られる50%近 い組成から,次第に減少しつつ,弥生中期以降に消滅する器種であるこ

とがわかる。つまり弥生時代に至って突然消滅するといったような現象は生 じていない。

ところで,下川津遺跡では長さ20cmを 越える大形の有肩打製石斧が出土している。この

計
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ような大形の打製石斧は徳島県や島根県などで散見されるものであるが,弥生文化におけ

る畑作系譜の要素の一つではないかとの見方もある。ともすると,香川県の弥生期の石器

に打製石斧が多いのはこのような畑作系譜の弥生文化の一派が定着したことによるとの考

え方もできないことはない。しかしながら,少なくとも当地域では縄文時代後期以来短冊

形の打製石斧が主体で,弥生期に至っても同様の型式が継続する。つまり,前期 Ia期 に

開始される下川津遺跡において仮に新たな文化要素としての大形有肩打製石斧が製作され

たとしても,少なくともその後当地域には定着することなく,旧態前とした短冊形打製石

斧を使用し続けている。

収穫具は71点 (15%)が出土した。これには磨製石鎌 2点 ,磨製石庖丁22点が含まれる。

西日本の弥生時代の収穫具の比率は,前期段階で10～20%,中期以降に30%を越える地域

が多い。香川県においても高松市浴長池遺跡で中期前半で20%を越える比率を示す。当遺

跡の組成はそのような上昇傾向の収穫具の数量と見てよいであろう。ただし他の50点 あま

りは在地のサヌカイトを石材とする打製の収穫具である。すでに記したが,刃部等の摩滅

の観察を通して,今回はスクレイパーとの区分を試みた。しかし形態的に同じでも,摩滅

が観察されるものもあれば,確認されないものもある。型式学的な区分が難しく,い わば

万能刃器に供されるサヌカイトの特殊性を示している。

当遺跡出土の打製収穫具は,両端に扶りをもつ「打製石庖丁」が丁度定型化し始める段

階に相当するものと考える。それは両端に扶りをもつ個体の形態的なバラツキが大きいこ

とによる。摩滅刃器分類のAの多くは通常のサイズと形態を備えているが,Aで も小形の

ものや,Bに分類した幅の広いもの等においても両端,あ るいは一方だけに快 りを入れる

ものがある。これは,縄文時代後期段階からすでに不定型な刃器に決りを入れるものが少

量であるが認められることからみて,複数存在したであろう刃器の使用法の一つが,後に

定型化した打製石庖丁の形態として採用されたものと推測される。一方で瀬戸内海対岸の

岡山県では,石器の終末まで同じ金山のサヌカイトを石材としていながら,扶 りを入れな

い打製石庖丁が多く見られ,香川県の様相とは全く異なっている。これは作物の収穫にあ

たっての具体的な使用方法について地域毎にバラツキがあり,それぞれ独自の機能性を追

求する方向で定型化したことを反映している。つまり,定型化の過程は石材産地ではなく

石材消費地で個別に進行した訳で,素材となる石材が縄文期以来連綿と続く流通網を媒介

として安定して入手可能であつたことが前提となる。ここにも縄文期からの連続性を認め
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ることができる。

また,今回のような摩滅痕に基づいて縄文後晩期のスクレイパーを観察すると,収穫具

として認定できるものも多く含まれている。ただ全体として摩滅の度合いが弱く,摩滅刃

器Aと 同様の形態のものが多いが,当遺跡出土例ほど顕著な摩滅は見られない。刃部付近

が少し摩滅する程度のものが圧倒的に多く,摩滅の状況からすると,当遺跡の摩滅刃器B,

Cの刃部付近の摩滅に近いようである。つまり当遺跡出土の摩滅刃器との違いは,一定の

形態を備えた摩滅の度合いが強い一群 (摩滅刃器Aの一部)の有無にある。これには,一

定の形態を備えた刃器を特に長期間使用する機会が多くなったか,あ るいは特に強い摩滅

を伴う新たな作物 (こ の場合は水稲と限定してよいだろう)を収穫するようになったか,

という複数の回答例が想定できる。また,入手される石材の総量が弥生期に至って減少し,

一個体の刃器の使用頻度が増したためという考え方もあろう。ただ,そ うであれば当遺跡

に摩滅の度合いが低い刃器B,Cが多く出土する点の説明が付きにくい。つまり, 2つの

回答例の内,前者は弥生期以降の収穫具の定型化の傾向と整合し,後者は現段階で遡りう

る水田遺構 (坂出市川津下樋遺跡の弥生前期水田)の上限と合致する。いずれとも判断の

しようがないが,少なくとも比較論的に推定すれば縄文後期段階では区画された集約的な

水田を想定するのは困難で水稲以外の収穫作物の栽培を想定すべきであり,弥生前期に至

ってもそのような水稲以外の収穫作物の栽培は,集約的な水稲耕作と並行して一定程度そ

れが継続していたといえる。先にみた打製石斧の動向とも一致する点である。

堅果類等の調理具と推定される石皿については,13点 (5%)が出土している。しかし,

その多くはアバタ状の敲打痕が多く見られ,磨面はさほど顕著でないもので,主 として石

器製作時の台石として使用された可能性が高いと考える。永井遺跡で出土している縄文時

代後期～晩期の石皿もやはり敲打痕を留めるものは多いが,磨面が特に顕著で往々にして

中央部に使用による窪みをもつものが目立っている。そのような形態の石皿は当遺跡にお

いては, S R06で出土した3456が唯一のもので,遺跡内での製粉作業が縄文時代後期～晩

期ほどの頻度で行われたとは考えにくい。永井遺跡では縄文時代後期中葉および後葉の河

川から出土する石皿類が非常に多く,その後晩期前半の打製石斧の盛行に伴って減少傾向

にあるとされる (渡部1990)。 同時に収穫具と考えられる先の刃器類も一旦減少する傾向

にあるが,弥生期に至ると当遺跡含めて収穫具が増加する傾向には,石皿類の動向は一致

していない。つまり,石皿,打製石斧,刃器類は各々が別4固 の収穫具を対象とした生産・
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調理用具として機能した可能性が高いのではないだろうか。石皿類は永井遺跡出上の多数

の堅果類を根拠として堅果類の製粉に,打製石斧は同じく永井遺跡の晩期前半の組成比率

において,調理具 0収穫具を圧倒するように組成を伸ばしている点からみて,堅果類や雑

穀類とは異なる地下植物の収穫 (鈴木1975)ホ
Zに ,そ して刃器類は弥生前期段階に比率を

伸ばす点から見て水稲を含めた雑穀類の収穫に対応する可能性が考えられる (森下1996)。

水稲耕作は刃器類に反映される雑穀類の獲得を下地として,前代から部分的に存在した可

能性はあるが,ある段階において集約的な農法を伴って貫入するといった印象が強い。

<社会>

武器の組成は,石鏃と磨製石剣を合計して40%を しめる。ただし,磨製石剣は 1点のみ

の出土であり,主 として石鏃で占められている。形態的な特性は大形のものはほとんどな

く,縄文時代後期以来継続する小形の石鏃で占められる。石鏃の増加傾向は凸帯文期から

弥生前期段階に特徴的な傾向にあるとされる。これについて,いわゆる「縄文人」と「弥

生人」との接触期の緊張関係を反映するとの見方がある。しかし,こ れまでの当遺跡ある

いは周辺遺跡における石器の連続的要素を基に考えた場合,そのような両系譜集団の対立

的な構図が描けるかどうか,やや疑間に思う。他の石器と併せて比較する組成の相対比較

では判断しにくい部分もあろう。そこで武器の絶対量について検討する材料として,遺跡

の面積当たりの保有量を算出する方法を試みた。

石鏃の量を遺跡面積で算出して100ぶ あたりの絶対量を求めた結果が第30表である。こ

れによれば,糸電文時代後期～晩期,凸帯文期,前期前半の遺跡の保有量は概ね 1個以下に

収まっており,前期中葉以降の遺跡が 1～ 4個である点と比べ決して多くなっている訳で

はない。むしろ鴨部川田,五条といった環濠集落は,その前後と比べて高い数値を示す。

すなわち,弥生前期に関しては,後半になるほど武器の保有量が次第に増加し,それに併

せて環濠も掘開されるようになる。際電文人」と「弥生人」との対立関係ではなく,弥生

時代の展開に応じて,緊張関係が生じてその比率が増加していると考えられよう。

なお,中期後半以降の平野部の遺跡では平均で 1個以下の遺跡が多く,そ れに対して紫

雲出山や烏帽子山などの高地性集落は桁違いにその数量が多い。絶対数の比較は常に調査

箇所の性格や調査精度そして集落の継続期間など比較以前の問題があるので,一概にこの

グラフをもって武器装備の状況を復元するのは難しいが,環濠集落や高地性集落といった

緊張状態を反映した集落構成に適合する推移を示している。
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第29表 石鏃保有量の比較

遺跡名 時期 調査面積   対象 石鏃数 単位保有量 環濠 立地

永井

林坊城

下川津

龍川五条

中の池

五条

鴨部川田

川津一ノ又

浴長池

平岡

矢ノ塚

紫雲出山

烏帽子山

久米池南

北原

太田下須川

上天神

縄文後期～晩期  27,000調査面積      134  0.5
凸帯文     約4,000B地区       12  0.3
前期前半   約24,000第 1・ 第 2微高地   37  0。 2

前期中葉   約15,000 1～ Ⅳ区 。前池   214  1.4
前期後半      700調 査面積      11  1.6
前期後半      500調 査面積      23  4.6
前期後半     5,000調 査面積      146  2.9
中期前半    12,220調 査面積      285  2.3
中期前半    14,920調 査面積      22  0。 1

中期前半    11,000調 査面積      77  0。 7

中期後半    11,800調 査面積      230  1.9
中期後半    約1,000面調査は276ぶ    284  28.4
中期後半      200調 査面積      23  H.5
中期後半    10,000調 査面積      66  0.7
後期初頭      600調 査面積       3   0.5
後期初頭    25,000調 査面積      14  0。 1

後期初頭    24,800調 査面積      29  0。 1

(d)           (個 ) (個 /100ぶ )

× 低地
× 低地

× 低地

〇 低地
〇 低地
〇 低地
〇 低地
× 低地
× 低地

× 丘陵上

× 傾斜地

× 山頂

× 山頂

× 丘陵上

× 丘陵上
× 低地

× 低地

ただ,10m四方に数個の違いでしかない前期後半のピークは,集落面積が例えば6,000

ぶであったとしても,全体で100本の矢が200本 に増えた程度の違いであり,倍増する点に

意義を見いだすことも不可能ではないが,紫雲出山のように20倍 もの差を考えると,環濠

集落という集落形態自体に強く,かつ恒常的な緊張状態を想定するのは難しい。

今回のデータのように複数の環濠の掘削に時間差が想定されたり,あ るいは掘削後未管

理で早期に埋没したりする状況は,集落規模に応じた個別の一時的な緊張状態が反映され

たものと考えられ,石鏃の絶対量が倍増する意義を認めるにしてもいわば日常的な武器装

備の延長として,時にその装備をやや強める必要が生じた結果と考えるのが妥当であろう。

その意味で前代と変わらない形状,重量の石鏃を使用することも理解できるものといえる。

一方で中期後半から後期初頭期に県内に多く出現する丘陵頂部に位置する高地性集落は,

平地の集落とはかけ離れた絶対量を保有していることは明かで, 日常的な武器装備とは異

なる性格をもつ装備として改めて評価すべきものであろう。
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第 節  龍川五条遺跡の変遷

―まとめと今後の課題一

以上,土器編年や土器の胎土・付着物,石器の組成等について断片的な特論を記述 した。

このほかにも遺跡内における石器生産の具体的な検証手段 としての「サヌカイ ト素材の剥

片剥離技術」の問題や,「流紋岩 。安山岩系磨製石器生産技術」の問題,さ らに他地域に

産出する石材を素材とした石器の遺跡への搬入形態とその再加工の状況など,弥生時代前

期段階の生産と流通を巡る問題について言及しようと試みながら,果たせなかった事柄も

多い。これらは機会を改めて提示することとしたいが,最後に弥生時代前期段階の先の土

器編年に基づいた当遺跡全体の遺構の細かな変遷を辿 り,加えてその後の遺跡内の概略的

変遷を記述してまとめとしておきたい。

(1)弥生前期前半 (龍川五条 I式 )

遺構分布の概要

当遺跡の初現は,「龍川五条 I」 で報告された凸帯文土器が出土 した溝 SDン が最も古

い様相をもつ。ただ, SDン と同一溝 と推定される Sp`θ から弥生前期に属す土器 (甕

か ?)底部片が出土していることから, S Dθイにみられる凸帯文土器が弥生時代前期に

残存する「凸帯文系土器」であることが知られる。同様の凸帯文系土器は微高地縁辺を流

れる河川 S R04や , 2条の環濠のうち内側に相当するS D50や 環濠内をさらに方形に区画

する SDイθなどにおいても,そ れに後出する土器群 とともに出土 していることから,未

だ凸帯文系土器を組成する段階 (龍川五条 I式)か ら微高地を中心に集落の営みが開始さ

れたことがわかる。

この段階に所属する遺構は,今回の調査区においては外側の環濠のさらに外側に位置す

るS K87が該当する。また,内側の環濠 S D50は ,今回の調査では出土 していないが「龍

川五条 I」 では凸帯文系が少量ながら報告されている。当該環濠はⅡ式に掘開されるSD

49と 異なり,数度の掘 り直 しが確認されることから考えても,この段階では S D49に 先行

して内側の環濠 S D50の みが掘開されていた可能性が高い。

環濠

環濠は微高地の南西部で河川 S R04に 取 り付 くことが明らかとなった。自然地形を取 り

込んだ集落設定が行われているが,人工的に環濠を掘削した範囲については北側と東側が
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直線的で,東西に長い隅丸方形に近いものとなる。卵形か円形の平面形をもつこの時期の

一般的な環濠とは形状がやや異なっている。内側の環濠の立ち上がりを基準に環濠に囲ま

れた範囲を推定すると,南北45m,東西約70mと なる。北西側の状況が不明瞭であるが,

少なくとも延長約200mの環濠に囲まれた3,200ぶの面積が居住域と推定することができる。

また,自 然河川S R04を 介して西側対岸で検出された S Pθθは,こ れらの環濠の延長と

して掘開されたL字状の溝の可能性が考えられる。

なお,今回検出した不定形な落ち込みS X07は 環濠と河川S R04の合流部に相当し, 2

条の環濠間で検出した唯一の遺構である。環濠には基盤層プロックの流入があることから

環濠の両側に土堤状隆起があったことが推定されるが, S X07部分ではそのような土堤状

隆起が環濠に直交する方向で途切れていたことを示唆する。河川岸の管理のための機能も

推定されるが,同時に環濠で囲まれた居住域と外域とを繋ぐ通路としての機能も併せ持っ

た可能性もあろう。環濠全体のプランからみて南西部分に相当する。これは後述する環濠

内部の方形区画の出入口と推定される方向と同じ位置である。

環濠内部の方形区画

環濠の内側は「龍川五条 I」 において報告されたように,溝 Spィθでさらに方形に区

画された区域が隣接して 2カ 所でみられる。西側の区画は東西にやや長く43mを はかり,

南北は約35mである。東側の区画は区画溝の合流位置からみて,西側区画に後出して設置

された可能性が高く,東西32m,南北30mを はかる。区画の内部は削平が著しいために,

浅い柱穴や土坑が部分的に遺存するのみで,特別な遺構が存在したような形跡はない。「龍

川五条 I」 で指摘されたように居住区域の一部として理解するのが適当であろう。遺存す

る柱穴の配置を検討すると,区画外で住居跡と推定された柱穴列ほど明確ではないものの
,

直径10m前後のやや大きめの円形柱穴列がそれぞれ 1基ずつ存在するようにも推定される。

この方形区画で注目されるのは,区画方位性と入り回部の位置づけでである。区画はほぼ

正確に正方位に合致した方向性を持っており,近年報告された,県内志度町の鴨部川田遺

跡の方形区画においても正方位を採用するものが多い点 (森 1997)も 偶然の一致とは思わ

れない。入り口については西側区画が区画溝の南西隅が途切れてやや開き気味となること,

東側区画についてはその南西隅が途切れていることから,いずれも南西隅に推定できる。

環濠の両側に盛り上げられたと推定される土堤状隆起が途切れていたと推定されるS X07

も環濠全体のプランからみた場合に南西隅に相当する点でこれに共通する。つまり,内部

区画と環濠のいずれもが方形を意識した平面観と正方位性,入 り口部分の規定などにおい
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て,何 らかの規格性のもとに配置された可能性が考えられる。

居住遺構

区画の外側は3棟の円形住居と1棟の掘立柱建物が復元されている。これらは内側の環

濠に囲まれた範囲の東西の中央付近に比較的密に分布しており,それより東には遺構が全

くみられず,それに対して西側には土坑が多く分布する。このように環濠の内側について

はある程度の利用区分が存在したことを示唆する遺構分布状況である。ただ土坑について

は所属時期が判明するものの,住居跡についてはそれを示す材料が乏しく,それ以上の細

かな分布を把握することはできない。

墓域

河川S R04を 挟んで居住域より西側に存在する3基の周溝墓 (S Tθゴ～θθ)と その他

の木棺墓についても,出土遺物は少なく細かな時期比定は難しい。少量の土器片をもとに

敢えて述べると, S Tθゴは196の無文で頸部が強く内傾する大形壺,″θの 1帯の沈線間

刺突文甕などの状況から龍川五条 I式に所属する可能性が最も高い。また, ST″ 出土

の重弧文施文の壺胴部片 υα),S T03か ら出土した頸部が強く内傾して口縁部の屈曲

が著しい中形壺 (″′)な どは I式段階に位置づけられ,積極的にⅡ式以後に下らせる材

料は今のところ見いだせない。当遺跡で居住が開始された初期 (前期 Ic期)か ら周溝墓

を採用する墓制が存在したものと考えられる。

用水路

微高地東側の低地部においても,用水路と推定されるS D51が I式の土器を含むことか

ら,河川Cの西岸方向への導水もこの段階に行われたものと考えられる。

このように, I式段階 (弥生時代前期前半新相)においては河川を取り込む 1重環濠と

その内側の居住遺構,さ らに環濠の外側に若干の土坑と,おそらくは周溝墓などの墳墓も

形成され,集落の基本構造は完成していた可能性が高い。さらに周辺の水田開発が用水路

の掘開を伴って行われ始めたものと推定される。

(2)弥生前期後半前葉 (龍川五条 I式 )

外側の環濠 S D49がこの段階で掘開され,早い段階で埋没する。環濠は一度に完成 した

ものではなく,ま たその後 S D49が掘 り直しされていないことから,一時的な必要性から

新たに外側に環濠が掘削されたものと考えられる。また, 2重の環濠の間には今回の柱穴
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や土坑などの居住関係の遺構は確認できていないが,それだけでなく環濠の内部に流入し

た土砂が基盤層をプロック状に含みながら,かつ基盤に礫層がある部分では礫が多く,そ

うでない部分では少ないという関連もみられることから,掘削土はその両側に盛り上げら

れ,土堤状を呈していた可能性が高いものと考えた。土堤を加えて濠の深さを見積もる

と, 2m以上になり,かなりの防御性を備えたものとなる。しかし, S D49はタト側の環濠

という性格上,掘 り直しなどの管理がなされることなく早期に埋没したことが埋没土の状

況から推定される。

そのほか,今回の調査では検出されなかったが,環濠内外の土坑からこの時期の土器が

出土している。また,こ の時期までS R04の 河川機能が継続している。

内側の環濠S D50の 恒常的な掘り直しは,居住域に近接する関係上,必ずしも防御的意

味合いのみでなく生活残滓の廃棄場としての機能も想定すべきであり,その再生としての

再掘削も当然あり得たであろう。

このような水路などの新規掘削や維持管理には,多大な労力を費やしたものと推定され

る。例えば幅 2m深さ1.5mの 溝を仮に延長200m分掘削するための土量を算出すると600

Jと なり,一 日10名が作業に携わったとして,現在の掘削用具で換算すると約 2ヶ 月の作

業量である。他の集団構成員に依存しないとすると,年間1/6の 日数を再生産のための基

盤整備や維持管理,あ るいは防御設備の拡充等に投資することになり,た とえ毎年の工事

ではないにしても年間の生活サイクルの中で果たして許容できる範囲であるか,あ るいは

他集団との協業があり得たか,五条遺跡を含めた周辺の集落の分布とその変遷との関係で

追究していく必要がある。

(3)弥生前期後半中葉～後葉 (龍川五条Ⅲ式～ )

Ⅲ式まで内環濠 S D50に 土器投棄が行われているが,それを最後に前期後半後葉期に所

属する土器群がきわめて少なくなる。櫛描文施文の段階の土坑等が存在するが数は少なく,

断続的あるいは一時的な土地利用にとどまっている。

S R04は 河川機能がほぼ停止 して後背湿地化 し,黒色～褐色の水平堆積層からみて,狭

小な水田が営まれていたものと推定される。外側の環濠 S D49も ほぼ埋没し,浅いくぼみ

を地表に留める程度であったと推定され,上層で確認された窪地の埋め戻 しについてはこ

れより新 しい土器が含まれないことから,こ の段階で行われた可能性が高い。

環濠内部は方形区画溝 SDイθ出土の土器からこの時期まで居住が継続 していたものと

考えられ,Ⅲ式の土坑も分布する。大規模に当集落自体が拡大する傾向はみられない。
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隣接する五条遺跡においてはこれまで知られた資料からみる限り,Ⅲ式段階から集落が

開始されている。龍川五条遺跡が収束に向かう過程で,一部で重複しながらその後五条遺

跡で興隆がみられることから,両集団間の密接な関係が推察されるが,今後五条遺跡の調

査が進展するに従い,具体的な考察が可能となるものと思われる。

(4)弥生中期

中期初頭は,内環濠 (S D50)の下層より櫛描文をもつ壺が出土している点と,環濠内

部に位置するSκイ5よ り中期初頭の土器群が出土していることから,一時的な環濠の掘

り直しや居住を考える必要があるが,前期段階の土器量と比べるときわめて少量に留まっ

ている。また,S R04上層の後背湿地には均質な粘質土の窪地堆積がみられ,中層の水平

堆積層と比較して上層では中央が窪む状態で粘土層が緩やかに堆積していることから,長

期の未管理状態が想定される。したがって,微高地上はかなり長期間人々の居住しない空

閑地となっていたことが伺われる。またS R04で は,そのすでに水流が絶たれ,後背地を

利用した水田造作も行われていなかったようである。周辺河川における河川水量あるは河

床面の変化などに対応する可能性があり,西 日本全体で認められるという「完新世段丘 I

面」 (高橋1995)の形成と関わるものであろうか。

一方で調査地束の低地部では依然としてS D51が掘り直しされながら中期初頭までは機

能を存続させる。すなわち河川C西岸に推定した水田域には導水が継続していたものと考

えられ,龍川五条遺跡における居住は停止しても,主たる生産域は存続していることがわ

かる。

その後,中期中葉に至ると当遺跡では東低地部を含めて全く土器が出土せず,生活の痕

跡が完全に欠落する。五条遺跡においても中期前葉をもって土器資料が欠落しており,縄

文時代後期以降継続的にみられた河川後背湿地を中心とした遺跡立地が,平野内の他グル

ープもふくめて大きく変化する時期にあたる。

中期後葉の土器は東低地部や S R04東岸の不明遺構 S Xθイで出土している。 SX"は ,

前期段階と判定されている S Xθθと組み合わせると,S R04東岸に近接して方形に区画

するように配置されており,凹線文をもつ鉢が完形で出土していることからみて,形状や

立地が弥生時代後期に多くみられる周溝墓に類似する。明確な証拠はないが方形周溝墓の

可能性も考えておく必要があるだろう。またⅣB区 (東側低地部)で少量ながら中期後半

の土器が出土することから,再び中期後葉に土地利用があったことが推定される。しかし
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その後の資料は欠落しており,後期後半まで再び空閑地となっている。

(51 弥生後期後半～古墳時代前半

東低地部の S R06で 土器が出土している。出土量は必ずしも多 くなく,古墳時代まで土

器が少量ずつ出土する状況が継続する。土器の器面の遺存状態が良好なものが多 く「龍川

五条 I」 で古墳時代前期の竪穴住居跡が 1基検出されていることからみて,小規模集団の

居住がこの段階から開始された可能性が考えられる。

生産域は基幹河川 Cの後背湿地を中心としたものと考えられるが,平野内の他遺跡では

この時期から微高地上に掘開された出水状遺構などを補助的な水源とする灌漑方式が採用

されてお り (山下編1991),一旦高燥化 した当地域に再び集落が開始された背景に示唆を

与えている。当遺跡において微高地の一部がこの段階から生産域 として機能し始めたこと

を示すものとしてはS D510 S R05上 部堆積とそれに取 り付 く排水路と推定されるS D52

がある。 S R06は この時期に河床がかなり低下して主要な自然流路となってお り, S D51

・ S R05上 部堆積とは約 2mの比高差をもつに至っている。それに伴い東岸 (V区)の高

燥化が進行 したものと考えられる。 S D52な どは少なくともその微高地縁辺部についての

水田化が進行 したことを裏付けるもので,河川 Cま での間の微高地への導水をアプローチ

していた可能性も,こ れにより推察可能である。古代末から中世にかけて埋没 した S D63

が掘開されるまでの間,微高地縁辺の灌漑を担っていたものと考えられる。

(61 古墳時代後半

東低地部の河川 S R06河 床部の窪地の埋没が始まるのは出土した須恵器から7世紀中葉

ごろと推定される。それに伴って方形枠付田下駄などの木製品が少量出土 している

田下駄の出土は下川津遺跡で 7世紀代の資料がある (大久保1990)が,今回の資料はそ

れと同じかあるいはその上部で出土 した完形の須恵器を根拠とすると6世紀中葉ごろの資

料となる。形態的には近畿地方で弥生時代前期から一般的な形態 (秋 山1993)に 共通し,

在地的な変容が認められない。

S R06の 流路機能は 7世紀中葉ごろまで継続 したものと考えられ,上部堆積の粘土層に

含まれる須恵器からみて遅 くとも7世紀末から8世紀初頭においては後背湿地化している

ことがわかる。湿田として利用されていたかどうか確証に欠ける。いずれにしても安定し

た水流はもはや存在せず,穏やかな堆積環境に移行しておりっ かといって全 く土砂供給が
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絶たれている訳ではないことから,水田として利用されていたとすれば,人工的な用水路

の掘開を考える必要があるかもしれない。 S D600 S D61で 8世紀中葉以降の須恵器が少

量ながら出土する点を考慮すると,それら条里型地割に沿った溝が掘開された時期が, S

R06の上部堆積の粘土層出土土器が示す 8世紀初頭頃まで遡る可能性も考えておく必要が

あろう。

{7)古代～中世

今回の調査では前池地区において多数の掘立柱建物が検出された。前池地区の北側に位

置する「龍川五条 I」 のⅡ・Ⅲ区では少数の掘立柱建物が散在する傾向にあったが,前池

地区では同一箇所において数回の建て直しがみられる。

これらの建物は,概ね条里型地割に合致する方向を示すことから, 8世紀以降に位置づ

けられる。このうちS B16が60～ 70cmク ラスの柱穴掘り方をもち,褐色系の埋土をもつこ

とから古代前半と考えられるが,それ以外は出土遺物等からみて11世紀後半から13世紀前

半までのものである。床面積は20～ 30ぶ と小規模である。北側に柵列 (板塀か ?)を伴い
,

さらに東にも柵列が復元される。建物に付属する区画溝としてはS D57～ 60が相当する。

東低地部では現状の条里型地割から復元される想定坪界線からやや東に偏った位置に 2

条で併走するS D60061の 基幹水路が掘開されている。埋没時期は12世紀代に下るが出土

遺物は8世紀中葉からみられる。S R06埋没後にその機能を引き継いで掘開された可能性

もあるが,正確な掘削時期は明瞭ではない。

両溝で注目すべき点は調査区中程まで走行方位が北を向き,その後両溝とも屈曲して30

°
西偏する点である。その屈曲部位は現状地割りから復元される一町方格のうち南北間の

半町部分に概ね一致する。これは,調査区中程より南側については旧河道S R06の 走行方

向などの自然地形に制約をされるものの,あ る地点からは条里型地割に合致する方向に変

換し,周辺の条里型水田に導水する基幹水路としての役割をもったことよるものと推定さ

れる。同様な事例は善通寺市永井遺跡においても認識 (森下1997)さ れ,ま た善通寺周辺

を描いた中世絵図にも同様な表現がある。V区では, S D63に ついてはS R06や S D51の

上部堆積の方向に制約された方向に流れるが,それ以束の溝については地割りに沿った方

向性をもつものが多い。これは周辺微高地の開発が自然河川のS R06に 依拠して主として

河川C後背地を生産域とした段階から,それを積極的に付け替えたかどうかは不明である

ものの,基幹水路にその役割を変換して河川C以西の微高地部分の灌漑を積極的に進める
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新たな段階に達したことを予測させるものといえる。

しかし,中世後半の14世紀代になると前池地区の居住域や東低地部の基幹水路に変化が

みられる。前池地区では建物がほぼすべて廃絶し耕地化したものと考えられる。その際の

水路と考えられるS D52は 条里型地割とは異なる方向に掘開され,ま た基幹水路のS D60

061も その時期には完全に埋没して, S R06の後背湿地を開析して流れる河川 S R07が新

たに出現する。その契機については,前池堤防の複数回の築造の痕跡とS R07河床の土石

流のような堆積状況から,前池の前身となる溜池の堤防の決壊などを想定すべきかとの提

起を行ったが,必ずしも十分なデータが揃っている訳ではない。現段階では基幹水路の水

路底が漸次上昇した結果として,あ る段階で一気にS R06後背湿地側にオーバーフローし

た状況を確認するに留めておきたい。S R07は 早々に埋没して上層に水平堆積のシルト層

がみられることから,14世紀以降はS D62を 導水路とする後背地水田が営まれたものと考

えられる。その段階,すなわち14世紀以降,従来 S D60・ 61に よって導水していた微高地

上の水田はどのような推移をしたか,それを示す材料は残念ながら確認できない。近世段

階で現在とほぼ同様な田地割に至るまでの間,荒蕪地であったのか,導水不能なために畑

地として存続したのか,あ るいは微高地へ導水する水路の水源が変化してS R07後背地水

田とは異なる浅い水路網が整備されたか,いずれとも判断が付かない。ちなみに近世から

現在までの水路網もS R07後背地水田と微高地上の水田とは系統が異なっており,水源の

転換が14世紀段階まで遡る可能性は高いものといえる。

(3)近世

18世紀後半ごろ,東低地部のS R07後 背地西肩付近が整地されて現在の田地割と同様の

景観が形成された。S R07後背地東岸のV区微高地上には,柱穴こそ確認できなかったが

周辺の土坑に廃棄された生活雑器類から推定して,居住域が分布していた可能性が高い。

V区は削平を少なからず被っているが,予備調査等においても柱穴はまったくみることが

なく,すなわち礎石かあるいは石列による基礎構造による建物であったことを予想させる。

土坑出土の遺物には瓦が多く含まれており,瓦葺き建物への変換を示す可能性が高い。

出土した陶磁器類はその多くが肥前系で,コ ンニャク印判による施文を施すいわゆる

「くらわんか手」や,陶胎染付碗,唐津系刷毛目塗などを含み,18世紀後半から19世紀前

半の時期に収まるものである。瀬戸・美濃や,在地系の源内焼,香西焼,富田焼など18世

後半以降に開始される陶磁器 (主 として陶器)も 含まれていない。一方で,焙烙などの土
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師質土器は御厩系や岡本系などが使用されており,陶磁器類との流通事情の差を感じさせ

る。S E03や S K90な どの一括廃棄資料は在地の焙烙や羽釜などの系譜分類や編年的枠組

みを作成するにあたって良好な資料となろう。

(9)おわりに

瀬戸内海に面した中規模平野が展開する香川県地域は,現在もなお水不足に悩まされる

ことが多いほど,年間降水量が少ない地域である。土地条件的に縄文時代後期から弥生時

代前期において,十分な植物性食料が得られる場所は限られていた可能性が高く,ま た,

その時期の遺跡立地は継続していた。

今回,弥生時代前期前半から営みが開始した龍川五条遺跡の土器,石器,その他の遺構

等を検討した結果として,土器においては凸帯文段階の特徴を留める凸帯文系土器の残存

状況,あ るいは石器石材,石器組成における継続的要素,そ して遺跡の立地について,縄

文時代の在地的様相をあらゆる局面で継承しながら,前期後半段階で瀬戸内甕の出現や収

穫具の定型化傾向など新たな展開を見せていることを指摘した。

一方で,当遺跡では円形・方形周溝墓などの新しい要素,ま た建物の方形区画溝,環濠

など,縄文時代に確認されない性格のものが確実に出現していることも事実である。この

うち,時間差をおいて 2条巡らせた環濠については石鏃の保有量などから防御性を追究し

た機能的側面を検証したが,周溝墓,方形区画溝,内側の環濠 (S D50)に ついては当初

ごろから設営された可能性が高い。これらは前期前半段階の集落内の社会構造を今後検討

する上で重要な材料となる。

また,積み残すこととなった大陸系磨製石器の製作や流通の問題は下川津遺跡などの前

期前半期の遺跡の状況や,他地域の状況とを比較することによって,上記の弥生期以降の

新しい要素の定着・推移がたどれる可能性があろう。

このように,弥生期に始まる諸要素については今回必ずしも十分に検討できなかったた

めに,当地域における弥生時代の開始に係る諸問題について,未だ確信的な見解を提示す

るには至っていない。今後,引 き続き当遺跡の位置づけに関して検討作業を進めていく必

要がある。

なお,「龍り||五 条 I」 と今回の報告において,遺構・遺物の所見に一部配齢がある。ま

た,「龍川五条 I」 の記載事項を引用した部分について,執筆者の見解とは一致しない箇

所もある。それらについての責はすべて当報告の筆者にあり,「龍川五条 I」 の各執筆者

と協議して前書の見解が変更されたものではないという点を付記しておく。
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S D50

弥生前期前半 (龍川五条 I式 )

S D49

弥生前期後半 (龍川五条 I・ 皿式 )

第260図 遺構変遷図(1)
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第262図 遺構変遷図(3)



言主

*1佐原1967の 分類に従う。

*2こ の器形変化については,特に西日本に広がる遠賀川系土器の全般的な変化に一致するもので,必

ずしも地域的特性とはいえない。ただし,区画文様から脱却した文様帯の内容については,地域性

が顕著となる際の重要な属性に展開する (秋山1992)。

*3ヘ ラ状工具を用いず,半裁竹管状工具で一度に 2条の沈線を加える文様 (佐原1968)で ,播磨,吉

備,伊予,東海の各地域で多くみられ,畿内地方には多くない特徴とされる (秋 山1992)。

*4 S D49中層～上層あるいはS D50の 最下層にみられる出現当初と目される逆 L字甕は,当初より沈

線が多条化し,共伴する2～ 3条 の少条沈線甕の口縁部はS D49と 同様な外反度が弱い口縁部であ

る点からみると,少なくとも当遺跡における逆 L字形の甕は完成された型式として導入された可能

性が高い。S D50最 下層の逆 L字甕 (2794)がこの地域では決して多くない「凸帯上を刺突する形

態」(秋山浩三氏が「口縁端部に文様をもつ甕」とするもの (秋山1992)の 一部に相当する)である

点は,その系譜を辿る上で興味深い。

*530(遺物番号2600)は竹管刺突による下向重弧文など顕著な装飾が施され,他の鉢と比べて異質で

ある。福岡県葛川遺跡 (酒 井 。副島1984)で は環濠から出土した土器群中にこれと同様な竹管刺突

文を施文した如意形口縁の甕があり,ま た口縁部が細かな波状を呈する凸帯文系鉢がある。

*6 S D49最下層・下層資料とは層位的に時間差を認めるべき資料である。ただし,当該資料より古い

と考えられる高松市林坊城遺跡S R01流 路B(宮崎1993)に は凸帯の貼り付け手法も共通する同形

態の鉢がすでに含まれており,そ れが混在品でなければ大形鉢については先行して口縁部の逆 L字

形態が開始していることになる。

*7(第 231図 )の土器は胴部に沈線間の竹管刺突文が 2帯巡っており,龍川五条のⅡ式に並行するもの

と考えられる。

*8後述の下川津遺跡流路下層資料 (第 230図20)参昭

*9-ノ 谷遺跡土器溜り資料 (第 244・ 245図 )参照

*10(藤 田1982)の 第43図 9,10

*11口縁部に幅広い段をもち,沈線を巡らせる形態のものは,弥生土器集成に掲載された大阪府国府遺

跡出土のもの (佐 原1968)を はじめ,京者F府雲宮遺跡 (中 川1997)な ど畿内地方の中段階とされる

資料に多くみられる。

*12龍川五条遺跡の開始期である龍川五条 I式の位置づけについて,県内他遺跡出土資料と比較する必

要性があり,かつて調査が行われた下川津遺跡の第 2低地帯流路 1資料を出土層位別に区分するこ

とによって前期前半段階の土器編年の整理が可能であるものと考えた。下川津資料の再検討は筆者

と同センター信里芳紀氏が共同で行い,すでにその成果を刊行している (森下 。信里1998)。 ここで

はその成果のうち上記の理由から必要なもの (流路層位別資料)のみを抽出して掲載するものであ

る。

*13福岡県福岡市雀居遺跡や福岡県宗像市大井三倉遺跡などに例がある (森下・信里1998)
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*14大浦浜資料 (真鍋1987)は 口縁部が水平で,端部の刻目がない。粘土帯の接合部が粗雑な仕上げで

ある点は共通する。また津島南池資料 (藤 田1982の第50図 1)も 口縁部は水平であるが,端部に刻

目がみられる。

*15当 地域の凸帯文土器の編年は現段階では必ずしも十分でないが,概ね出現期・盛行期とその後に変

容深鉢タイプの壺などを伴い,日頸部に多条のヘラ描き文を施文する段階が後続するという見通し

をもっている。出現期は高松市竹元遺跡出土資料 (國 木1994),盛行期は同市林坊城遺跡出土資料

(宮 崎1993)が該当する。後続期には前田東中村遺跡 (森 。古野1994)や 上天神遺跡 (大久保・森

19895),多肥宮尻遺跡 (松本1998)な どの資料が該当するものと考えており,川津下樋資料はその

後続期に並行するものと考える。これらについてはまだ充分な検討作業を行っていないために,機

会を改めて論じたいが,こ こではその概略的 3区分を古相,中相,新相として仮称しておく。

*167の 土器は調査報告で別個体 (第 16図 8。 11)と して報告されているが,幡上敬一氏 (当 時,愛媛

大学学生)が資料を閲覧中に接合を見いだされ,今回改めて接合した状態で筆者が再実測を行った

ものである。

*17資料の提示に当たって,一部の土器の再実測を行った。実測 。トレースに関して信里芳紀氏の協力

と掲載の承認を得ている。記して謝意を表したい。

*1834号,67号 ,72号 ,83号,87号 ,110号 ,116号,144号の各土坑である。

*19平成 7年度大川広域調査。資料の実見にあたっては大川町教育委員会藤井浩氏,大川広域事務組合

萬木一郎氏にお世話になった。

*20今回報告する平成 2年度調査分のみを集計したもので,底部片も器種毎に集計に含めている。

*21徳島県三谷遺跡 (勝 浦1997)で は弥生時代前期前半段階 (龍川五条 I式に並行するものと考える)

で,結晶片岩製石棒の製品や粗割段階を含む製作途上と考えられる資料が豊富に出土しており,大

開遺跡 (前田1993)も 同時期の石棒がある。両遺跡は凸帯文系土器が地域的な変容を来しながら残

存して一定量組成する特徴が一致しており,祭祀的側面についても残存要素を認めることができる。

また,当地域の前期前半大阪湾沿岸の長原遺跡についても同様である。少なくとも瀬戸内海～大阪

湾沿岸地域において弥生前期前半古相に並行する凸帯文系土器に伴ってこのような石棒が多出する

点で,当遺跡出土の石剣に共通性が認められる。問題は剣形を呈する形状である。この種の石棒が

直径 5 cmほ どでやや扁平なものがあるとはいえ,厚みが 3 cIIlを 下回るのは希であることや側縁を薄

く仕上げるものがないことから,形状は異なっている。ところで,縄文時代晩期の山梨県金生遺跡

(新津ほか1990)で は,大形の石棒とともに剣や刀の形状をもつ石製品が出土している。元来東日

本に主要な分布域をもつ有頭石棒が剣や刀状を呈するものについては,大陸の青銅製刀剣の模倣で

あるという考え方もある。しかし金生遺跡で出土している石剣には頭部がないものもあり,縄文的

な系譜に当遺跡に似た石剣も出現しうるものと考えられる。

*22第 3章では一般的な分類基準に基づき,側縁に快 りをもつ定型化した打製石庖丁と,刃部の摩iltが

肉眼でも判別できるほどの刃部破片について「打製石庖丁」と認定し,それ以外についてはスクレ

イパーに一括している。

*23当 センターが所有する実体顕微鏡を使用した。ライテイングを左右どちらか一方からのみ強く照射

すると,石表面の級の突出部分の摩減状況が鮮明に見えてくる。ただし,表面の自然風化と摩滅痕

が,完全かつ客観的に区分できたという訳ではない。同様の風化度をもつ打製石庖丁の刃部や側面
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と比較して類似するものを「摩滅痕」と認定したが,曖味なものが多く残る結果となった。これら

は原則として摩滅痕の認定から除外したが,今後,客観的な認定方法の確立に加え前記の金属顕微

鏡等による「使用痕分析」の必要性を感じた。

*24根茎類の収穫を考古学的に検証するのは,種子や花粉を持たないといった生物学的特性からみて,

きわめて困難である。縄文後期から弥生前期まで継続する短冊形打製石斧について,「耕起具 (石

鍬)」 として使用されたとの見解もある (平井1994)。 陸稲などの播種の際に使用した可能性も指摘

されている (広 瀬1997)。 前者は柄に直交して着装し,後者は柄に平行して着装する。今回観察の対

象とした当遺跡の打製石斧は幅について一定の大きさにまとまる傾向にあり,小形のサイズのも含

まれている。それらも同様に顕著な摩滅が認められること,ま た,線状痕に複数の方向をもつもの

があることなどから,柄あるいは着装部分の幅には大小の区分があり,ま た土に対して本体が接す

る角度,す なわち振り下ろし方にバリエーションがあったものと想定される。これだけのデータで

は柄の具体的な形状,機能について結論づけるのは難しい。現段階では刃器類との組成上の相関を

十分確認できないことから,雑穀類や水稲などとの関連を積極的に考えることも難しい。現段階で

は,縄文時代後期において,東 日本的文化要素の西漸 (渡辺1975)の 一環として,他の文化要素と

ともに理解し,根茎類採取の一時的な盛行期があった可能性を考えておくこととしたい。ただし,

先の組成上の問題だけで除外した「陸稲」などの雑穀類の播種具としての機能については,今後遺

跡数が増加した段階で改めて組成比率を検証して確認していきたいと考えている。
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図版15(1)V④区S D52高杯出土状況   図版27(1)前池地区S B15北半部(南 より)

(2)Ⅳ 区S R06全 景 (南 より)      (2)前 池地区S B16(南 より)

図版16(1)Ⅳ B ttS R06北半部(南 より) 図版28(1)前 池地区S P109(S B16)

(2)Ⅳ BttS R06(南 より)          土層断面 (北 より)

図版17(1)Ⅳ BttS R06(南 より)       (2)前 池地区S P76(S A02)土

(2)Ⅳ BttS R06土 層断面②          器出土状況

(南 より)  図版29(1)前池地区S D53(南 より)



(2)

図版30(1)
(2)

(3)

(4)

図版31 は)

(2)

図版32(1)

(2)

図版33(1)

(2)

図版34(1)
(2)

図版35(1)
(2)

図版36(1)

(2)

図版37(1)

(2)

図版38(1)

(2)

図版39(1)
(2)

図版40(1)
(2)

図版41(1)
(2)

図版42(1)
(2)

図版43(1)
(2)

図版44 は)

(2)

前池地区S D53(南 より)

前池地区S D54(西 より)

前池地区S D55(南 より)

前池地区S D56(南 より)

前池地区S D57・ 58(南 より)

前池地区S D58・ 59合流部土

層断面 (南 より)

Ⅳ BttS D60中 央畦土層断面

(北 より)

Ⅳ BttS D60畦 A土層断面①

(北 より)

Ⅳ BttS D60・ 62土層断面③

(北 より)

Ⅳ BttS D61土 層断面③

(北 より)

Ⅳ BttS D62土層断面④
(南 より)

V④区S D63(北 より)

V④区S D63南畦北面(北 より)

V⑥区S D63土層断面(南 より)

V①区S D64(南 より)

V①②区S D64土 層断面

(南 より)

V①②区S D66・ 67(東より)

ⅣB区西上段部S R07肩 部整
地層除去後 (北 より)

ⅣB区東下段部S R07上 層

検出状況 (北 より)

ⅣB区北半近世遺構群全景

(南 より)

Ⅳ BttS R07完掘状況(南 より)

Ⅳ B ttS R07中 央畦(北 より)

Ⅳ BttS R07最 下層土器出土

状況
ⅣB区近世土坑群全景(南 より

Ⅳ BttS K89土層断面 (西 より

Ⅳ BttS K90土層断面(東 より

Ⅳ BttS K90下部集石(東 より

Ⅳ BttS K91土層断面(東 より

Ⅳ BttS K92下部集石(東 より

Ⅳ BttS K92完掘状況(南 より

Ⅳ BttS K93断面 (西 より)

Ⅳ B ttS K93集石 (西 より)

Ⅳ B ttS K94土層断面

(東壁より)

図版45(1)Ⅳ BttS K95断 面 0集石

(西 より)

(2)Ⅳ BttS K95集 石 (南 より)

図版46(1)Ⅳ BttS K97完掘状況(南 より)

(2)Ⅳ BttS K97完 掘状況・下部

(南 より)

図版47(1)Ⅳ BttS K97最 下層 (西 より)

(2)Ⅳ BttS K98完掘状況(西 より)

図版48(1)V④区S K99検 出状況(東 より)

(21 V④区S K99土層断面(北 より)

図版49(1)V②区S X08(西 より)

(2)V②区S X08西側畦土層断面
(西 より)

図版50(1)Ⅳ BttS D68全景 (南 より)

(2)Ⅳ BttS D68畦 E(南より)

図版51(1)Ⅳ BttS E03井 戸立ち割り
(南 より)

(2)Ⅳ BttS E03完掘状況(北 より)

図版52(1)V①区S X09(北 より)

12)V③区調査区全景 (東より)

図版53(1)Ⅳ B区調査風景
(2)前池地区堤防西壁断面

図版54(1)S K87出 土遺物
(2)S D49最下層出土遺物①

図版55 S D49最下層出土遺物②
図版56 S D49最下層出土遺物③
図版57 S D49最下層出土遺物④
図版58 S D49最下層出土遺物⑤
図版59 S D49最下層出土遺物⑥
図版60 S D49最下層出土遺物⑦
図版61 S D49最下層出土遺物③
図版62 S D49最下層出土遺物⑨
図版63 S D49最下層出土遺物⑩
図版64(1)S D49最下層出土遺物⑪

121 S D49下層出土遺物①
図版65 S D49下層出土遺物②
図版66 S D49下層出土遺物③
図版67 S D49中～下層出土遺物①
図版68 S D49中～下層出土遺物②
図版69 S D49中～下層出土遺物③
図版70 S D49中～下層出土遺物④
図版71 S D49中～下層出土遺物⑤
図版72 S D49中～下層出土遺物⑥
図版73 S D49中～下層出土遺物⑦
図版74 S D49中～下層出土遺物③

(3)



図版75 S D49上層出土遺物①
図版76 S D49上層出土遺物②
図版77 S D49上層出土遺物③
図版78 S D49上層出土遺物④
図版79 S D49上層出土遺物⑤
図版80 S D49上層出土遺物⑥
図版81 S D49層位不明出土遺物①
図版82 S D49層位不明出土遺物②

図版83 S D49層位不明出土遺物③
図版84 S D49層位不明出土遺物④
図版85 S D50最下層出土遺物①
図版86 S D50最下層出土遺物②
図版87 は)S D50最下層出土遺物③

υ)S D50下層出土遺物①
図版88 S D50下層出土遺物②
図版89 S D50下層出土遺物③
図版90 S D50下層出土遺物④
図版91 S D50下層出土遺物⑤
図版92 S D50下層出土遺物⑥
図版93 S D50下層出土遺物⑦
図版94 S D50下層出土遺物③
図版95(1)S D50上層出土遺物

(2)S D50層位不明出土遺物①
図版96 S D50層位不明出土遺物②
図版97 S D50層位不明出土遺物③
図版98 S D50層位不明出土遺物④
図版99 S D51出土遺物
図版100 S R04下 層出土遺物①
図版101 S R04下 層出土遺物②
図版102 S R04下 層出土遺物③
図版103 S R04下 層出土遺物④
図版104 S R04下 層出土遺物⑤
図版105 S R04下 層出土遺物⑥
図版106 S R04下 層出土遺物⑦
図版107 S R04下 層出土遺物③
図版108 S R04下 層出土遺物⑨
図版109 S R04下 層出土遺物⑩
図版110 S R04下 層出土遺物⑪
図版11l S R04下 層出土遺物⑫
図版112 S R04中 層出土遺物①
図版113 S R04中 層出土遺物②
図版114 S R04中 層出土遺物③
図版115 S R04中 層出土遺物④
図版116 S R04中 層出土遺物⑤
図版117(1)S R04上 層・最上層出土遺物

9)S R05出土遺物①

図版118 S R05出土遺物② .

図版119 S R05出土遺物③

図版120 S R05出 土遺物④

図版121 S R05出 土遺物⑤

図版122 S R05出 土遺物⑥

図版123 S R05出 土遺物⑦

図版124 S X07出土遺物

図版125(1)S D52出 土遺物

υ)S R06出土遺物①

図版126 S R06出 土遺物②

図版127 S R06出 土遺物③

図版128 S R06出 土遺物④
図版129 S R06出土遺物⑤

図版130 S R06出 土遺物⑥
図版131 S R06出 土遺物⑦

図版132 S R06出土遺物③

図版133 S R06出土遺物⑨
図版134 S R06出 土状況⑩

図版135(1)S R06出 土遺物⑪

(2)S B13出 土遺物

図版136(1)S A02出 土遺物

(2)S A03出 土遺物

(3)S P57出 土遺物

(4)S P107出土遺物

(5)S D53出 土遺物

図版137(1)S D59出 土遺物

0)S D60出土遺物①

図版138 S D60出 土遺物②

図版139 S D61出 土遺物①

図版140 S D61出 土遺物②
図版141 S D61出 土遺物③

図版142(1)S D61出 土遺物④

(2)S D62出 土遺物

図版143(1)S D63出 土遺物

(2)S D64出 土遺物

図版144(1)S D65出 土遺物

(2)S D66出 土遺物

図版145 S R07出 土遺物①

図版146 S R07出 土遺物②

図版147 S R07出 土遺物③

図版148 S R07出 土遺物④

図版149 S R07出 土遺物⑤

図版150 S K90出 土遺物①

図版151 S K90出土遺物②

(4)



図版2 に)

(2)

図版 3(1)
(2)

図版 4(1)

図版152 S K90出 土遺物③
図版153 S K90出 土遺物④
図版154(1)S K90出 土遺物⑤

9)S E03出土遺物①
図版155 S E03出 土遺物②
図版156 は)S E03出土遺物③

飯野東分山崎南遺跡
図版1  遺跡周辺航空写真

C地区 5ト レンチ (東 より

C地区 2ト レンチ (東 より

C地区 6ト レンチ (西 より

C地区 6ト レンチ客土層の広

がり (南 より)

C地区 6ト レンチ下部の礫散

布状況 (西 より)

C地区 6ト レンチ下部の礫散

布状況 (東 より)

付

付図 1 龍川五条遺跡Ⅲ区 。ⅣA区 0前池
地区 。ⅣB区・V④区・V⑥区下

層遺構配置図

付図2 龍川五条遺跡Ⅲ区 。ⅣA区 。前池

(2)包含層出土遺物①
図版157 包含層出土遺物②
図版158 包含層出土遺物③

図版 5(1)D地 区 1ト レンチ (東より)

(2)D地 区 1ト レンチ西壁断面

図版 6

図版 7

図版 8

図版 9

図版10

図版11

図版12

図版13

C地区出土遺物①
C地区出土遺物②
D地区出土遺物①
D地区出土遺物②
D地区出土遺物③
D地区出土遺物④
D地区出土遺物⑤
D地区出土遺物⑥(2)

図

地区・ⅣB区・V④区 OV⑥区上
層遺構配置図

付図3 龍川五条遺跡V①②区遺構配置図



龍 川 五 条 遺 跡 Ⅱ

遺 物 観 察 表



凡   例

胎   土

白……白色砂粒       大……鉱物・砂粒の径が1.lmm以上      多……鉱物・砂粒を多 く含む

茶……茶色砂粒       中……   ″   0.6～ 1.Omm      少……  ク  少量含む

灰……灰色砂粒       小……   ク   0.5mm以 下      微……  夕  僅かに含む

透……透明砂粒

非摩滅系…摩滅 した円礫を含まないもの (第 5章第 2節参照)

摩減系……摩減した円礫を含むもの   (   ク    )
橙色系……橙色系の色調で、微細な黒色砂粒を多 く含むもの (   ″    )

※………赤色斑粒を特に多 く含むもの

形態上の特徴

口……口縁部      底……底部        刻……刻目          削凸……削出凸帯

頭……頸部       回頭一口頭部       文……文様          貼凸……貼付凸帯

胴……胴部       頭胴…頭胴部の境     ヘラ…ヘラ描き沈線文     櫛直……櫛描直線文

櫛波…櫛描波状文    刺……刺突文

内面調整 0外面調整

器体の上部側からの観察結果を「,」 で区切って列記した。

色 調  「新版標準土色帖(1992年版)J(日 本色研事業株式会社)に よる表記

単 位  すべて cmogに統一した

残存率  復元径測定部位における実物の割合を示した

また、便宜上小破片でも径を復元したものは、備考欄に「径は参考」と記載した

石 材  サヌカイト、砂岩以外の石材については、香川大学教育学部谷山穣先生に鑑定を依頼した結果の原文を記載した。
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第 2部

飯 野 東 分 山 崎 南 遺 跡



第 1章 調査の経緯

丸亀市内の四国横断自動車道建設予定地のうち,飯野地区はA～ Eの 5小区に区分けさ

れていた。AOB地区は昭和63年 度に予備調査が行われ,その年度の後半には「飯野東二

瓦礫遺跡」として本調査を実施し,古墳時代の河川・水田や中世の集落跡を検出しているネl。

一方,C～ E地区は飯野山の北斜面地に位置し,用地買収や立ち木の伐採,土砂崩壊時

の流出防止施設などの事前の条件整備が難航し,平成元年の予備調査の予定がずれ込んで,

平成 2年度の後半になってようやく予備調査を実施する運びとなった。

予備調査はC地区から開始し,D,Eの 順で断続的に行った。調査員や作業員は龍川五

条遺跡のV区に配属された班が宅地退去の遅れのための待機期間を利用して行った。

なお,事前の分布調査によって, C地 区で埴輪,D地区で土師器等の散布が知られてい

た。また,C地区は過去に大規模な採土が行われ,高さ10m以上の崖面を形成し,崖下で

かつて人骨や鉄剣が出土したとの伝承がある拿2。

調査は幅 1～ 2mの トレンチを各地区で設定し,第 1表の所見を得た。

第 1表  C～ E地区予備調査一覧表

調 査 期 間 地区名
トレンチ
本  数 見所

平成 2年 10月 11日

～15日

C地区
(飯野東

分山崎南
遺跡)

客土層から埴輪が出土 し,古墳の存在が推定さ
れたが,すでに破壊され尽 くしてお り,出土層
のみの調査を行って本調査に至らず

平成 2年 10月 16日

～́29日

D地区 谷状地形が確認される。明治時代以降の遺物が
主体であり,本調査の対象から外す。後 (平成
9年度)の整理作業で,こ の トレンチから梵鐘
鋳型と考えられる遺物群が出土 していたことが
判明。

平成 2年 10月 29日

～11月 2日

E地区 飯野山裾の急斜面であり,遺構 。遺物が全くな
く,本調査に至らず。

*1 山下平重編 1996『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第20冊

飯野東二瓦礫遺跡』香川県教育委員会・財団法人埋蔵文化財調査センター 0日 本道路

公団                         、

*2 中西 昇編 1987『 四国バイパス及び四国横断自動車道建設予定地内埋蔵文化財詳

細分布・試掘調査概要』香川県教育委員会
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第 1図 飯野 C～ E地区予備調査 トレンチ配置図
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第 2章 立地と環境

(地勢)

飯野山は丸亀平野北東部の土器川と大束川に挟まれた標高421mの独立丘陵で,側面形

が精美な円錐形となる姿が古 くより讃岐地方の人々に注 目され,「讃岐富士」と一般的に

称されている。山頂付近は讃岐層群の安山岩の岩盤が露呈 しやや平坦地を形成するが,裾

までの斜面はきわめて急崚で,裾付近から傾斜が緩やかとなり,ヤ ツデ状の尾根を多数派

生させ,裾野を広げる格好で低地面に収束する。飯野山周辺の低地部は先の 2つの中規模

河川や飯野山の小谷水等によって形成された平野である。

(旧石器時代 。縄文時代)

大束川流域には県内でも特に多 くの遺跡が分布することが知られる。川津一ノ又遺跡で

は弥生時代以降の河川内にナイフ形石器や縦長剥片石核などが混在 しており,基盤土層中

における旧石器時代から縄文時代の石器プロックの存在が推定されている°l。 また,川津

東山田遺跡では丘陵斜面地の包含層より角錐状石器が単独出土 している
Ⅲ2。

縄文時代は土

器片が川津川西の遺跡等で新 しい遺構に混在 して出土するほかは明確な集落遺跡は知られ

ていない。

(弥生時代)

凸帯文期になると遺跡数が多 く,下川津遺跡 。川津下樋遺跡・川津川西遺跡などでまと

まって土器が出土するほか,河川内に混在 して凸帯文土器が出土する例も多い。ほぼ同じ

頃の下川津遺跡には当地域で最古の弥生土器が出現 しているものと考えられる。標高 5m

の等高線を描 くと,下川津遺跡周辺は東西の丘陵に挟まれた入 り江状の地形をなしていた

ことが窺われ,海浜部を間近に控える標高 4mほ どの微高地が周辺地域の開拓の拠点であ

った'3。 南にやや離れた川津下樋遺跡の井堰を伴う水田跡は,河川に接する緩やかな傾斜

地につくられた小区画水田で,出土 した土器から凸帯文期の終末頃から弥生前期にかけて

のものとみらる。当初より完成された高度な灌漑技術を持っていたことを示す
ホ4。

前期後

半から中期前葉の遺跡の調査例は少ないが,西又遺跡では幅 2～ 3m,深 さ1。 2mの規模

をもつ断面台形状の溝が確認され,多量の土器が出土 した*5。
西又遺跡から東にやや離れ

た川津一ノ又遺跡では弥生中期中葉ごろの居住域が確認されている。集落域の東南部付近

の溝から出土 した粘土塊は,置 き増渦の把手や鋳型のガス抜 き穴と想定される部位が認め
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※波線内の網掛部は標高5m以下の範囲

第 2図 周辺遺跡分布図
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第 2表 周辺遺跡一覧表

種 別 遺  跡 名 所  在  地 時 代 備  考

1 散布地 飯野東分山崎南遣跡 丸亀市飯野町東分 古墳 埴輪・須恵器

飯野D地区 丸亀市飯野町東分 中～近世 陶磁器 。鋳型

飯野E地区 丸亀市飯野町東分

集落 下川津遺跡 坂出市川津町下川津 弥生～中世 竪穴住居 。掘立柱建物・溝
土坑 。水田 。河川

古墳 青ノ山墓地公園東古墳 丸亀市青ノ山 古墳

包含地 本村東遺跡 宇多津町本村東 古代

寺院 法楽時跡 宇多津町本村西 古代

集落 リ 津元結木遺跡 坂出市サ津町 弥生～中世 竪穴住居・掘立柱建物

集落 リ 津中塚遺跡 坂出市リ津町 弥生～中世 竪穴住居 。掘立柱建物

集落 津下樋遺跡 坂出市リ津町 弥生～中世 水田・井堰

集落 津二代取遺跡 坂出市リ津町 弥生～中世 水路

包含地 り| 津六反地遺跡 坂出市リ津町 弥生～中世 堀立柱建物

包含地 西又遺跡 坂出市リ津町一ノ又 弥生 溝

集落 川津一ノ又遺跡 坂出市ナ津 町 弥生～中世 竪穴住居 。掘立柱建物 。河川

集落 川津丼手ノ上遺跡 坂出市り| 津町井手ノ上 古代 掘立柱建物

包含地 柳池遺跡 丸亀市飯野町大東 弥 生

集落 川津東山田遺跡 飯山町東坂元三の池 旧石器～中世 竪穴住居

集落 川津川西遺跡 坂出市川津町 弥生～中世 掘立柱建物

包含地 藤高池遺跡 丸亀市飯野町藤高池 弥生～中世

古墳 喜田荒神古墳 飯山町東坂元三の池 古墳

古墳 お四国池西 2号墳 飯山町東坂元 古墳

古墳 三の池古墳 飯山町東坂元三の池 古墳 前方後円墳

古墳 やかじ古墳 飯山町東坂元三の池 古墳

古墳 三の池西古墳 飯山町東坂元三の池 古墳

古墳 お四国池西 1号線 飯山町東坂元 古墳

古墳 大谷古墳 飯山町東坂元秋常 古墳

古墳 西の宮古墳 飯山町東坂元三の池 古墳

集落 飯野東二瓦礫遺跡 丸亀市飯野町 古代～中世 水田・河川

古墳 飯野 1号墳 丸亀市飯野町神谷 古墳

古墳 飯野 2号墳 丸亀市飯野町神谷 古墳

古墳 飯野 3号墳 丸亀市飯野町神谷 古墳

古墳 箱式石棺 1号 丸亀市飯野町神谷 古墳 箱式石棺

古墳 箱式石棺 2号 丸亀市飯野町神谷 古墳 箱式石棺

包含地 飯野山西麓散布地 丸亀市飯野町 弥生～古代

包含地 飯野山山頂遺跡 丸亀市飯野山山頂 弥生

墓 五重石塔 丸亀市飯野山山頂

古墳 久保大塚北古墳 飯山町東坂元久保 古墳

古墳 久保大塚古墳 飯山町東坂元久保 古墳

古墳 坂元神社西古墳群 1号墳 飯山町西坂元山ノ越207 古墳

古墳 坂元神社西古墳群 2号墳 飯山町西坂元山ノ越207 古墳

古墳 坂元神社西古墳群 3号墳 飯山町西坂元山ノ越207 古墳

包含地 坂元神社遺跡 飯山町西坂元 旧石器

包含地 飯野山登山道古墳 飯山町西坂元193 古代
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られ,積極的な材料に欠けるものの「青銅器鋳造関係遺物」である可能性が指摘されてい

る
*6。

飯野山西麓遺跡では中期末～後期初頭の土器が広範囲に分布する。発掘調査は行わ

れていないが丘陵上に立地する高地性集落が展開するものと考えられる。また,飯野山山

頂にも同時期の遺物が散布する。後期前半段階の遺跡は小規模なものが多いが,後期後半

以降になると川津一ノ又・下川津等の微高地に古墳時代前期まで継続する多数の竪穴住居

が展開する。

(古墳時代)

飯野山周辺には北側を除く裾部に 3グ ループの古墳分布のまとまりがある。東裾部では

全長約35mの前方後円墳である三ノ池古墳を中心に,小規模な円墳や箱式石棺など10基ほ

どが分布する。所属時期を示す資料は少ないが,三ノ池古墳が箱式石棺の主体部より珠文

鏡が出土している点からみて古墳時代中期を中心とした時期が考えられる'7。 南裾部では

3基の小円墳から構成される坂元神社西古墳群があるが,時期は不明。西裾部では今回調

査した飯野C地区 (飯野東分山崎南遺跡)付近を北限として 3基の小規模横穴式石室墳と

2基の箱式石棺の分布が知られる。今回の調査で 6世紀前葉～中葉と考えられる埴輪の散

布を確認しており,こ の地域で横穴式石室が一般的に導入される6世紀後半以前から小規

模な群集墳が形成されていたものと考えられる。

また,山崎古墳群出土として報告されている須恵器に「装飾付須恵器」がある
拿8。

装飾

付須恵器や装飾器台は飯野山周辺で多く出土する。県内では善通寺市王墓山古墳や安造田

東古墳など丸亀平野に多くみられる点は興味深い。

*1 山下平重編 1996『 四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第26冊

川津一ノ又遺跡 I』 香川県教育委員会・財団法人香川県埋蔵文化財調査センター 。日

本道路公団

*2 平成 2年度財団法人香川県埋蔵文化財調査センター調査

*3 藤好史郎 。西村尋文・大久保徹也 1989『瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財発掘調査

報告Ⅶ 下川津遺跡』香川県教育委員会 。財団法人香川県埋蔵文化財調査センター 。

本州四国連絡橋公団

*4 今桐孝浩編 1996『 四国横断自動車建設に伴う埋蔵文化財調査報告第21冊 川津丁

樋遺跡』香川県教育委員会 。財団法人埋蔵文化財調査センター 。日本道路公団

*5 國木健司 1989『西又遺跡』『香川県埋蔵文化財発掘調査概報集』香川県教育委員
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*6 片桐孝浩編

*7 松本敏三・岩橋孝 1983『讃岐青銅器図録』瀬戸内海歴史民俗資料館

*8 香川県教育委員会 1983『香川県史考古』
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第 3章 各地区の概要

(1)C地区 (飯野東分山崎南遺跡)の概要 (第 3図 )

調査地は,標高435mを はかる飯野山の裾部丘陵上に位置 してお り調査着手以前にすで

に尾根の前面が削 り取 られ,花同岩の山肌が露出する状況であった。下位に広がる土器川

沖積低地部との比高差はおよそ46mを はか り,尾根上からは瀬戸内海まで見晴らしが利 く。

調査対象地は削られ残った尾根斜面地のうち,大 きく分けて北に向くやや緩やかな傾斜の

狭小な範囲と,北西方向にのびる長くやや急峻な傾斜をもつ尾根筋がある。分布調査では

前者の北向きの緩斜面地から多数の円筒埴輪が採集されていたことから,そ こを中心に ト

レンチを設定 し,後者は尾根筋伝いに重機による長めの トレンチを設定して遺構等の確認

を行った。

1～ 4ト レンチは前者の緩斜面地に設定 した トレンチである。いずれの トレンチにおい

ても表層の腐植土層の直下に花商岩バイラン土が確認され,漸移的に岩盤に至ることが確

認され,遺構等を見いだすことができなかった。ただし, 3ト レンチ北側において腐植土

層の上に近年に覆われたと推定される花同岩風化土が厚さ10～ 20cmで確認され,その上中

に円筒埴輪片が含まれていることが判明した。すなわち,調査地外で掘削されその排土を

盛 り上げた痕跡と考えられた。同様の土層がさらに北側に広がっていたことから,それに

直交する6ト レンチを追加 して設定した。

― ?   l  im

第 3図  C地区 トレンチ配置図
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6ト レンチにおいても同様に客土層中からのみ埴輪片が出土することから,元来その埴

輪が所属したであろう遺構はすでに破壊されているものと判断し,客土層を除去する過程

で出土する埴輪を採集する結果となった。なお,調査中に崖面を観察したところ,急峻な

崩落面の一部に拳大ほどの礫の集積がみられた。これが埴輪の分布と関係するかどうか,

それ以上の調査が現実的に不可能であったことから,伺い知ることはできないが,古墳が

付近に存在するとすればそれに伴う葺石かあるいは埋葬施設に関わるものであったかもし

れない。

5ト レンチは後者の尾根筋伝いに掘開したトレンチで延長36mを調査したが,遺構・遺

物は皆無であった。

12)D地区の概要 (第 4・ 5図 )

D地区はC地区の尾根とE地区の尾根に挟まれたやや広い谷状地形を呈する箇所である。

現在,伊勢神社境内となって平坦地が広がっているが,神社造成に伴い整地された面と推

定され,旧地形を推定するのが困難であったが,比較的旧地形を留め元来より緩斜面であ

ったと推定される箇所において, 1本のトレンチを設定した。

0        2m
※ 0は古銭の出土位置

第 4図  D地区 トレンチ平面図・断面図

¢

・
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１

２

３

４

※

黒色土  (耕土及び客土)

黄褐色粗砂  (プロック土混)

暗灰褐色粗砂  (ややシル ト質で ,

暗黄色粗砂  (締まり悪く,炭 。瓦
2・ 3は整地層, 4は谷部堆積層
4よ り下は基盤層

干筵呈L)          m

第 5図  D地区 トレンチ南壁土層断面図

調査の結果,第 5図に示したように,地表下約 lmま で盛土層が確認され,北側へ傾斜

する旧地形を検出することができた。 トレンチの南西では,谷奥に向かう谷筋の傾斜が確

認され,埋土中より「寛永通宝」「半銭」などの銅貨や近代の陶磁器,土師質土器などが

出土した。

さらに,こ れらに伴って多量の焼土塊が出土した。これらの焼土塊は,その当時は建物

の壁土の破砕片と判断して,明治時代の宅地が近辺にあったものと考えた。ところが,後

の整理作業において少量ではあるが,鋳型と考えられる破片があることに気づき,出土状

況等を写真等で確認したが,必ずしも十分な調査データが得られていない点が残念である。

なお, トレンチ北東隅では小規模な近世から近代と推定される埋甕状の遺構が検出され

たが,そ れ以上の調査は行っていない。
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第 4章 出土遺物

(1)C地区出土遺物

埴輪 (第 6～ 8図 )

。概要

各 トレンチの客土層中より埴輪が出土した。コンテナ約 1杯分に相当する。いずれも小

片で,日縁部,凸帯部,底部について図化した破片は21片である。器種はすべてが円筒埴

輪で,う ち 1点が朝顔形,その他は普通円筒形である。普通円筒形の部位の内訳は口縁部

が 5点 ,胴部が14点,底部が 1点 となる。胴部片のうち透孔がみられるのは 4点である。

これらは,胎土,形態,成形,施文等の特徴がきわめて斉一的である。焼成は土師質の軟

焼成のものから須恵質酸化焔焼成のものまでのバラツキはあるが,土師質も無黒斑の穴窯

焼成であり,焼 きムラのバリエーションとして把握することが可能であろう。以下,観察

項目毎に記述する。

。法量と形態

いずれも小片であるために,全形を推 し量る材料は少ない。日縁部片も小片であるが ,

復元 した口径で算出して,18cm～ 27cmの間に収まっている。底径は21が 19。 2cmを 示す。全

長は40～ 50cmほ どと推定される。

器形は底部から口縁部にかけて直線的に外傾するものと考えられ,口縁部は端部の拡張

がなく直口で収めている。器壁は日縁部が 7～ 8 111Elと 薄く,胴部で約1011m,底部付近で11.5

111Elと なる。 1の朝顔形は頸部が くの字に強 く屈曲し括れ部に断面三角形の凸帯を貼 り付け

る。

・成形

成形に当たっての粘土板の接合痕跡はほとんど判別できない。成形時の途中に乾燥工程

をふまず,底部から口縁部まで短時間の内に成形 したものと考えられる。外面調整は縦方

向のハケメで, 5～ 7条/cmの先の細い精級な工具を使用 している。縦位のハケメが施さ

れた後は,日縁部の上端から2～ 3 cmの範囲にヨコナデが加えられるほかは, 2次調整は

みられない。内面は縦方向に間延びした指押さえ,あ るいは指ナデである。特殊な工具を

つかった痕跡はみられない。日縁部付近では横方向の条線をもつヨコナデがあるが,ハケ

メは施されない。
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口縁端部は器面調整が施された後,一定の幅のヨコナデ原体 (指か)を 回縁部内面側か

ら端部に押し当て,器面に沿ってナデ引いている。これによって外端部の粘土がはみ出し,

摘み上げ状を呈することになる。これは 2・ 5の 口縁端部に特徴的にみられ,その他の口

縁部 も技法的には共通するものと考えられる。

・凸帯

凸帯は器面調整後に貼付けられるが,14は凸帯に覆われる幅1.511mほ どの沈線が施され

てお り,貼付以前に施された割付線と推定される。凸帯貼付に当たっては,最初に軽 く凸

帯の上と下を器面に撫でつけて接着した後に,上端面と凸帯上部を指かあるいは凸帯上部

についてはヘラ状の工具を使用 して,条線を伴う丁寧なナデ調整を行っている。これによ

って凸帯上側の貼付時の接合痕がナデ消され,ま たナデが強 く施されたものは凸帯の上側

に凹線状の窪みが巡る。14は貼付時の接合部とナデの位置が一致 しない失敗品で,凸帯に

食い込んで強いナデが施されたために接合線が明瞭に残 り,ま た凸帯との間に低いテラス

面を形成するものである。

凸帯の上端面はナデにより窪むものが多 く,断面形状はM字形を呈 している。摩滅が顕

著なものは上端面が平坦のようにみえるが,本来は強いナデによる窪みが巡っていたもの

と推定される。

凸帯の下は貼付時の接合痕を残すものが多 く,上側ほどの強いナデはみられない。粗雑

なナデ原体 (親指か ?)を凸帯下部に押 しあてるが,接合痕を残すものは原体が接合痕に

接触するほどの強さがないために,凸帯下端からやや下がつた位置にナデが浅 く巡 り,凸

帯下端とそのナデとの間に接合痕や器面調整のハケメが残ったと推定される。

。透子L

確認できるものは円形のみである。全体のどの部位に施されたかは不明。器面調整のハ

ケメを切って穿孔されていることは解るが,凸帯の貼付 との先後関係は不明。

。焼成

概要で記 したように,土師質焼成のものと須恵質焼成のものがある。須恵質焼成のもの

はいずれも表面が濃橙色を呈する酸化面であるが,断面には暗灰色の還元部があり,酸化

部をはさんで 2～ 3面 に分かれるもの (10017)も ある。

・胎土と含有鉱物等

胎土の生地はいずれもきめが細かい。含有鉱物は石英・長石 0風化石英・赤色斑粒 0種

別不明黒色鉱物などがある。石英がもっとも普遍的で, 3 mmほ どの角張った塊 として肉眼
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で観察できる。長石は l lllm以 下と小さく量も少ない。風化石英は灰褐色のものと赤褐色の

ものがあり,角がとれて摩滅したものが多い。量はさほど多くないが, 611mも ある大粒の

塊が含まれるものもある。赤色斑粒は量的にはさほど多くない。褐色系のものと赤色系の

ものがある。そのほか種別不明の微細な黒色鉱物が少量であるが含まれる。

これらの鉱物等は土師質焼成のものには普遍的にみられるが,須恵質焼成の個体では石

英を除いて確認できないものが多い。焼成状況により含有鉱物が変質したことによるので

あろうか。

なお,こ こで風化石英と分類したものは,石英と比べて有色部分が多い点と細かな亀裂

が見られる点,ま た破断面が階段状とならず剥離面状を呈する点で石英との区別を行った

もので,チ ャートと類似するものである。ただチャートは本来香川県内で産出する地域は

なく,ま た今回岩石の鑑定を経ていないために,現段階で石英が風化したものと判断して

記載しているが,今後鉱物種名の変更の可能性があるものとして,付記しておく。

また,黒色鉱物としたものは,黒雲母に類似するものの,黒雲母であればそれが風化し

た金雲母が一定量含まれるべきところ,金雲母はまったくみられないことから,断定を避

けた。あるいは角閃石の可能性もあるが明瞭な労開面が観察できない。

須恵器 (第 8図 )

壺口縁部片 1点,甕体部片 3点がある。壺は口径12.6cmの 小形品で回縁端部を面取りし

て矩形に拡張するものである。甕は外面に平行叩きを施し,内面の当て具痕を丁寧になで

消すもの (23・ 25)と 軟質焼成で外面に格子叩きを施し,内面に当て具痕をとどめるもの

(24)がある。23025は 内面の当て具痕のナデ消しからみて 6世紀中葉ごろと推定される。

24は 6世紀後半以後の混在品か。

―-103-―



ド :              ′r 2

【″

州，，

＼｝′だ
、

い
、ヱ珀″

一一『ず

―

ヽ

Ц
Ｗ
Ｎ
Ⅵ
Ⅵ

0                10cm

第6図 C地区出土遺物①

―-104-―



¨̈̈
′

Ｈ̈
２

′‐

―‐

　

　

　

¨

0                 10cm

第7図  C地区出土遺物②

―-105-―

日
　

　

　

　

¨



l榊
ー曝 :・

Lt=′

‐『‐‐ｌ

¨̈
・

O                 locm

第8図  C地区出土遺物③

―-106-―

キ
Ц
Ⅳ
へ
、



(2)D地区出土遺物 (第 9～ 13図 )

D地区では 1ト レンチの谷部埋積土から土師器 。陶磁器 0瓦質土器 0土師質土器 。瓦 。

鋳型等の鋳造関係遺物が出土した。

土師器 (第 9図26027)

小皿 (26)・ 不 (27)がある。小皿は完形品で,底部はヘラ切 り後にハケメを施す。中

世後半頃の所産。

須恵器 (第 9図 28～ 31)

不 4点,壺口縁部 1点がある。28は かえり付の 7世紀中葉頃の不身。29は 7世紀後葉頃

の皿底部。30は 8世紀頃の不である。31は 口縁部が内彎して肥厚する壺の口縁部。

陶磁器 (第 9図 32～ 41)

32は 陶器小皿で外面に炭化物が付着する。33～ 38は備前系陶器の灯明皿で33の み内面に

受け部が短 く立ち上がる。39は 内外面鉄釉で回縁部端反の磁器猪口である。産地は不明。

40041は内面に生掛け施文をもつ磁器酒杯で,19世紀後半頃の美濃産か。

瓦質土器 0土師質土器 (第 9図 42～ 51)

42は 口縁部が直立する瓦質土器の茶釜である。43・ 44は 瓦質の羽釜。45は 土師質の焙烙

底部片。46は 体部下端に文様帯をもつ土師質の三足火鉢。47・ 48は 口縁部が肥厚する土師

質甕である。49は 甕の底部で底面に粗いハケメを施す。50は高杯脚部状の土師質土器で不

部底面に穿孔をもつ。内外面の粘土接合痕が明瞭で粗放な作 りである。51は土師質の甕蓋

で上面は丁寧なナデ調整を施すが,下面は底面に粗 く太めのヘラミガキを施すほかは未調

整。

軒瓦 (第 10図 52～ 62)

52～ 58は 巴文軒丸瓦,59は 菊文の奥斗瓦,60～ 62は唐草文軒平瓦である。61は 中央に宝

珠形の文様をもつ。

鋳造関係遺物 (第 11図63～ 83)

赤色化 した鋳型,スサ入 り粘土塊,銅銭・銅片等の銅製品が出土 した。

63～ 78は鋳型である。これらは 2～ 4 cnl大 に細かく砕かれたものが多 く,赤色化 して片

面に鋳面をもつ。器種を特定できるものが少ないが,梵鐘や仏像など仏教関係のものが多

いものと考える。鋳型は構成する粘土素材で 2種類に区分できる。A種はきめ細かな素地

で0.5mal以上の砂粒を含まない精良な粘土を使用するもので,裏面はナデ調整され概 して

薄い。 B種はスサ入 りで 8 11ulほ どの石英粒を多量に含み,表裏いずれかの面が剥落か未調

―-107-―



整のもので厚みをもつ。

63064は A種で厚さ 3～ 5 1ml。 梵鐘の乳の鋳型である。蓮曹状を呈 し,高 さ3。 5cmを は

かる。細かな鏑線が描かれる。基部は低い段状の圏線を巡らせる。裏面は丁寧なナデ調整。

65は A種で厚 さ 4 111al。 裏面はナデ調整面に幅 611m長 さ1。 4cm以上の表面が粗い隆帯が貼 り

付 く。梵鐘撞座の蓮華文と推定される。

66～ 70は B種の鋳型で裏面はすべて剥落面である。剥落面にはスサや大粒の石英粒が多

いが,表面の鋳面はA種 と同様な精良な面である。断面を詳細に観察すると表面から3～

4 11ullま でが精良な粘土であり,A種鋳型の裏面に粗い粘土が貼 り付いた状況を示す。粘土

の接合境には乾燥痕跡はみられず,連続的に貼 り付けている。いずれも表面は扁平で形状

不明の文様が描かれる。

67～ 75は A種の扁平な鋳型である。厚さは 8～ 12111Elで 裏面はナデ調整。72を 除き側縁の

立ち上が りが遺存する。表面の文様は75を参考にすると, 2条の圏線で囲まれた直径8。 6

cmの 円形部分と,それに取 り付いて扇状文様を 2個以上連結させた棒状突起が 3～ 4 cm間

隔で配置されるものである。器種は不明であるが,裏面のナデの状況や側縁部の立ち上が

りは76～ 78の仏像鋳型に類似する。

76～ 78は A種でやや厚めの一群である。仏像と推定される鋳面を留め,他 より立体的な

鋳面をもつことにより,厚みが増 している。76は小片のために推定を域を出ないが,やや

外反する腕部分に 2条の腕輪を締め,手の甲部分で衣装が斜交するように観察される。77

は図の右上方に意匠化した顔面とその下位に単位の大きな裳,さ らに蕨手状の意匠を付属

するものと考えられる。側縁には錫杖を持ち,衣装と斜交する。78は腹部付近の破片と推

定され, 2条の突線で帯を表現する。帯から下は単位の大きな裳があり,右端には雲状の

衣装が派生するように観察される。これらの仏像は腕輪や錫杖をもつ点などから密教系統

と作風で,大 きさの点では顔面や腹部の比率から全長20cm程度と考えられる。また立体的

とはいえ単独の仏像とするには彫 り込みの肩が明瞭でないことから,器面への浮き彫 り状

の様相が想像される。江戸時代中葉以降に製作された梵鐘で袈裟欅文様が消失して拡大さ

れた空間を使用して仏像や飛天像を鋳付けることが流行する
ホ1。 これらの類例と比較する

とこの鋳型から推定される仏像大きさと概ね一致するものが多い。乳や撞座とあわせて大

形の梵鐘を構成する仏像である可能性を指摘しておく。

79080は弧状にカーブする厚め器面の下端部にナデ調整面をもつもので,スサ入りのき

わめて粗い粘土を使用する。80は外面にA種と同様の粘土を薄く貼り付け,ナデ調整を行
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っている。79は外面は剥落面であるが内面は粗いヘラケズリ面を留めている。梵鐘鋳型を

構成するものとすれば,下端部の「駒の爪」とされる部分に該当する。79は下端部から7

cmほ どのところに細い沈線がみられ,「草の間」上端の突線の可能性がある。構造的には

79は外型,80は内型に該当する。

81～ 83は鋳面は緩やかなS字状のカーブが認められ,梵鐘肩部の内型と考えられる。B

種の鋳型で,外面に精良粘土を貼り付け丁寧なナデ調整を施す。

このほか,図化していないB種の裏面と同じく粗い砂粒を含み,スサ入りの粘土で覆わ

れた塊が多数出土している。調査範囲の関係上鋳造に関係する遺構は検出されていないが,

このような梵鐘を中心とした鋳型やスサ入り粘土塊の出土は近隣に鋳造施設のあったこと

が窺える。

金属器類 (第 11図 )

84～ 95は銅銭や薄い板状銅片である。銅銭は寛永通宝と半銭の 2種で,半銭のうち1つ

は明治14年の銘がある。

*1 坪井良平 1970『 日本の梵鐘』角川書店,同 1976『梵鐘』学生社

―-109-―



、ヽ

33

2qじヒ
ご

―
ゝ

4
て`て三三二三三三IIIIII]蒻

″
:5

メ』[][][]言 ::[[:::::::II≧
:=

=一

―

一

ミ

0                10Cm

貪
Ⅷ
Ｊ

×    
‐

45

第9図  D地区出土遺物①

-110-



兆  魃

10cm
50           卜司

「
¬―.一T―+~~~~― ………J

第10図 D地区出土遺物②

二IttLIP

、摂手≡皇≡

F

-111-



響::警義i熱

卜

ｒ

鸞
Ｌ

Ｉ

‐

】
」／
メ

「

i・

1岬11

瞥lギ :シ

‐‐
・‐『出

=‐

メニや t

ル・ ・● キ

f「:卜
′、、́=r・ 'メ

r■L==〕

|ミ 轟 だ

「
‐ Itt■Tコ

(士 ちデ15

一

均ヽ
0 10cm

-

第11図 D地区出土遺物③

-112-



儡
⑫ 63

爛~0)64

~C夢
:こ

48
に」  I:

＝
―

″

‐（〔「『『〕‐

ｒ
´̈卜
、．、

´

ノ
　
ヤ
ー
■

，

Ｄ

‐

●
コ
〕̈犠‐の

‐

０

′
　

　

　

　

　

　

　

　

一
　

　

　

２

1理
―

硼

―

・

==971

徊
―ゞ
や

〔主二≧1コ1::・

     76

―的・1,
1車 lT    72

di
1    74

亀[

〔二】:::::コ:li:         75

Ｊ

８３

0                10Cm

第12図  D地区出土遺物④

-113-



蜀1呻

鯰l① l

◎1鯰田

躊 1鯰 90 瘍1職

薇 |◎ "

~日
     ~1~94

95

0                 5 cm

D地区出土遺物⑤第13図

-114-



第 5章  まとめ

C地区 (飯野東分山崎南遺跡)出土の埴輪

出上した埴輪は,き わめて斉一的な様相をもつ一群である。これらは,客土層出土とは

いえ周辺に山崎古墳群の存在を考慮すれば,すでに破壊された北側に古墳を想定し,破壊

時の残土に含まれたものと考えるのが妥当である。分布の上ではまとまりがよく,一つの

古墳に所属する埴輪と考えたい。

出土した埴輪の様相は,穴窯焼成の導入以降の川西編年V期に相当する。県内のV期の

埴輪は善通寺市王墓山古墳出土資料をはじめ,中小古墳に数多く確認されている。それら

は必ずしも一律の特徴を備えているものではなく,日縁部形態や凸帯形状等からいくつか

の系統に整理されるものと考える。今回の資料はそのような系統整理を行う際の基礎資料

になり得るものである。

D地区鋳造関係遺物の評価

予備調査中にここで図化したもののほかにコンテナ約 2杯分遺物が出土した。それらは

ほとんどがスサ入りの粘土塊であり,それに近世末～近代の陶磁器が少量含まれるという

組成であった。調査時に,粘土塊は土塀かあるいは壁土を構成したものであり,整地され

た平坦地を中心に,保護措置に相当しないその時期の宅地が存在したものと考えた。少量

出土した鋳型も,当時は鋳型と気付かずにそれ以上の評価を与えなかった点は反省すべき

である。整理に当たって遺物を見直すと,一部を除いて梵鐘の鋳型と考えられるものが多

く,それが近代であっても,少なくともこの場所においては後に続く産業化された鋳造工

場などは存在しないのであって,香川県下で遅くとも奈良時代から平安時代ごろに始まる

鋳造生産の,近代産業化直前の状況を把握する重要な資料になり得た可能性はあろう。た

だし,今回調査を行った地点は,後に述べるように伊勢神社の境内前の平坦地が谷に面す

る地点であり,今回出土した遺物は多くが谷に落ち込んだ状態で出土している。したがっ

て,今回の道路工事予定地と伊勢神社境内前の平坦地には,鋳造関係の遺構が未だ埋没し

ている可能性が高いことになる。

さて,こ れらの鋳造関係遺物のうち鋳型については構成する粘土をA種,B種に区分し

た。A種はきわめて精良な粘土で粗い砂粒は含まない。それに対してB種は時に l cmを 越
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えるような大きな石英粒あるいは粗いスサを含むものである。この 2種の粘土が同一の個

体で鋳型面と裏面で使い分けられているものがあった。梵鐘鋳型の諸例を参考にすると,

このA種は「上げ真土」と考えられる。そしてB種は「粗真土」あるいは「素焼き外型」

となろう。また,乳や仏像部分は別づくりとなる「サク土素焼雌型」 (イ ケコミ手法)で

裏面が丁寧なナデ調整となることに合致する
摯l。

梵鐘の型式からみると,乳の装飾が著しい点,仏像が表現されさらにその意匠化が進む

点からみて,江戸時代中葉を遡ることはあり得ない*2。
トレンチで出土した銅製品のうち

明治14年の銅銭がある点や同時に出土した19世紀後半の美濃産磁器などからみて明治年間

に相当するものと考えてよいであろう。

調査地はすでに記したように伊勢神社の境内前の平坦地が谷に向かって傾斜する前端部

に相当する。伊勢神社の創建年代は不明であるが,例えば近世段階の北野天満宮の鋳込み

が,物見遊山的な一般大衆の享楽の一つとして存在したとの指摘
*3が

ぁるように,近隣の

神社境内でなんらかの契機で鋳込みが行われることもありえたであろう。このような鋳込

みは「出吹き
*4」 と言われ,近代産業として定着する以前に各所で「出吹き」を行う鋳物

師集団が存在した可能性が考えられる。ちなみに香川県下で近代産業として発達した鋳物

師は明治12年に書写された「由緒鋳物師人名
*5」 によれば, 5名おり本遺跡に近いのは鵜

足郡土居村の鋳物師がある。これは後に鋳造工場として丸亀市内に移動して展開する系譜

がある。また,西讃の別の集団は江戸時代に移動しながら現在の位置に定着したことが伝

えられている
*6。 このように鋳造技術が近代産業として定着する前段階,未だ移動性の高

い鋳物師集団が存在した段階に行われた一過性の鋳造施設であった可能性が高いものとい

える。

*1 五十川伸夫 1994『梵鐘の鋳造遺跡』『考古学ジヤーナル』372,ニ ューサイエンス社

本書校正中に五十川氏より当資料について、特に鋳型の部位などの詳細なご教示を得た。

記して感謝申し上げる次第である。

*2 坪井良平 前掲書,奈良国立文化財研究所 1994『梵鐘実測図実成 上 0下』

*3 五十川伸夫 前掲書

*4 神崎勝 1993『 梵鐘の鋳造遺跡とその変遷』『考古学研究』40-1

*5 村内政雄 1972『由緒鋳物師人名録』『東京国立博物館紀要』第 7号

*6 瀬戸内海歴史民俗資料館編 1990『香川県の諸職―香川県諸職関係民俗文化財調査

報告書一』香川県教育委員会
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飯 野 東 分 山 崎 南 遺 跡

遺 物 観 察 表



凡   例

胎   土

白……白色砂粒       大……鉱物・砂粒の径が1.lmm以上      多……鉱物。砂粒を多 く含む

茶……茶色砂粒       中……   ク   0。 6～1.Omm      少……  ク  少量含む

灰……灰色砂粒       小……   ク   0。 5mm以下      微……  ク  僅かに含む

透……透明砂粒

含有鉱物等 (埴輪 )

含有鉱物等の名称を記載 し,多 く含まれるものは ( )内 にその粒子の大きさをmm単位で示した。

色 調  『新版標準土色帖(1992年版)」 (日 本色研事業株式会社)に よる表記

口 (底 )径/最大径  すべて cm・ gに統一した
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前池地区 全景



図版 2

ⅣB区 全景
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図版 4
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前池地区弥生前期面 全景 ‐西てkり



図版 6

(1)前 池地区 東半部 (南 より)

(2)前池地区 SD49 の砂礫層基盤



図版 7

(1)前池地区 SD49 土層断面③ (東より)

合流部土層断面④(2)前池地区 SR04・ SD49



図版 8

1前池地区 SD49 最下層土器出土状況 1東 より
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21前池地区 SD50 土器出土状況 1東
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り



図版 9

11)前 池地区 SD50 土器出土状況 (東 より)

121前 池地区 SR04(東より)



図版10

(1)前 池地区 SX07及び′
]ヽ ビット群 (西 より)

(2)前 池地区 SR04 基盤河川自然木出土状況 (東 より)



図版11

(1)V④区 SD51 土層断面 (南より)

(2)V④区 SD51(北東より)



図版12

(1)Ⅳ Btt SR05 1ヒ半河床面 (南より)

(2)Ⅳ Btt SR05 土層断面① (南 より)



図版13

(1)Ⅳ Btt SR05 土層断面③ (北より)

(2)Ⅳ Btt SR05 土器出土状況



図版14

(1)V④区 SD52(西 より)

(2)V④区 SD52 土層断面 (西 より)



図版15

SD52 高杯出土状況

(2)Ⅳ 区 SR06 全景 (南より)



図版16

(1)Ⅳ Btt SR06 北半部 (南より)

(2)Ⅳ Btt SR06(南 より)



図版17
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71 ⅣBtt SR06土 層 Llll面 2(南 より)



蒻

(1)Ⅳ Btt SR06 土層断面|"(南 より)

(2)Ⅳ Btt SR06 土層断面(4)(北 より)



図版19

(1)Ⅳ Btt SR06 土層断面⑥ (南より)

(2)ⅣBtt SR06 土層断面⑦ (南 より)



図版20

(1)V④区 SR06 土層断面⑨ (南東より)

(1)V④区 SR06 土層断面⑨ (南より)



図版21
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木製品等出土状況 (南 より)

晦 檀 リ

12'Ⅳ Btt SR06 断面 6 木製品 (3465)出 土状況 (南 より)


